
4 2009.4.22

Contents

新年度予算…………………………２
有明の２保育園が開園……………９
本庁舎等建設検討市民説明会……12
土地利用基本区域（案）……………18

No.80

お
じ
い
ち
ん

行
て
き
ま
す新しい世界へ、一歩

この４月に市内の小中学校に入学した子ども
は、小学生が９４４人、中学生が９４５人でした。
写真は豊科北小学校の新１年生、斉藤伊吹
くん。家族にランドセル姿を披露して、入学式
に向かいました。（４／６）
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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。

つ
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

４

安
曇
野
市
は
誕
生
か
ら
4
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
間
、各
種
の
計
画
策
定
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
す
る
検
討
会
議

等
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
こ

れ
ら
の
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
実
行

し
、
目
に
見
え
る
成
果
と
す
る
時
期
に

来
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
全
体
の
景
気
が
減
退
す
る

中
、
当
市
で
も
市
税
の
増
加
が
見
込
め

ず
、
特
に
法
人
市
民
税
は
企
業
の
経
営

状
況
か
ら
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

新
年
度
の
予
算
は
、
こ
れ
ら
の
厳
し

い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
種

計
画
の
実
現
を
目
指
し
、「
自
治
体
の

責
務
で
あ
る
計
画
行
政
の
遂
行
」
を
基

本
方
針
に
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
基
本
方
針
に
沿
い
、
4
つ
の
重
点
目

標
を
定
め
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
、

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

健
全
な
自
治
体
経
営
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

　

地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
が
非
常
に

厳
し
い
環
境
に
あ
る
中
で
、
持
続
可
能

な
自
治
体
経
営
を
行
う
た
め
、
歳
入
面

で
は
自
主
財
源
の
確
保
、
歳
出
面
で
は

経
費
削
減
を
行
う
こ
と
が
最
優
先
と
な

り
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
確
保
は
、
税
等
の
収
納

率
向
上
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納

や
差
し
押
さ
え
の
強
化
等
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
補
完
的
な
財
源
確
保
対

策
と
し
て
、
広
報
紙
な
ど
へ
の
有
料
広

告
掲
載
等
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

経
費
節
減
対
策
と
し
て
は
、
行
政
評

価
制
度
に
基
づ
く
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
徹
底
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
特
例
法
の
特
例
措
置
期

限
（
平
成
27
年
度
）
を
見
据
え
、
該
当

す
る
事
業
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

学
び
・
交
流
す
る

環
境
整
備
に
よ
る

人
を
は
ぐ
く
む
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　

　

魅
力
あ
る
自
治
体
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
市
民
が
主
役
と
な
り
、「
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
市
民
が
自
ら
学
び
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
活
力
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
た
め
で
す
。

　

行
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
よ
う
な
支
援

を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
進
め
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
取
り
組
み

　

市
民
活
動
は
「
市
民
と
行
政
の
協
働

指
針
」
や
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
の

開
設
な
ど
で
弾
み
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
で
は
、
市
民
と
行
政
が
課
題

を
共
有
し
、
解
決
す
る
た
め
、
職
員
が

市
民
生
活
に
密
着
し
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
職
員
地
区
担
当
制
度
」
を
設
置
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
を
よ
り
活
発
化
さ
せ
る
と

と
も
に
職
員
の
自
律
性
を
高
め
、
市
民

と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。　

経
済
対
策

　

厳
し
い
経
済
・
社
会
状
況
へ
の
対
応

策
と
し
て
、地
域
産
業
の
活
性
化
対
策
、

雇
用
拡
大
対
策
、
低
所
得
者
層
を
中
心

と
し
た
負
担
軽
減
策
を
行
い
ま
す
。

健
全
な
自
治
体
経
営

経
済
対
策

学
び・交
流
す
る
環
境
を

整
備
し
、人
を
は
ぐ
く
む

市
民
と
行
政
が
進
め
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

１２３４

市議会 3 月定例会は 3 月 19 日、21 年度の当初
予算案を賛成多数で可決し、閉会しました。

特集◎

新年度予算
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特集◎

新年度予算 新年度、
こんな事に取り組みます。

【目標を具体化する取り組み】

健全な
自治体経営

学び・交流する環境を
整備し、人をはぐくむ

市民と行政が進める
協働のまちづくり

経済対策

本庁舎等建設基本構想策定
事業費／ 319 万 4,000 円
本庁舎等建設審議会の答申を受け、パブリ
ックコメントを経て、建設基本構想の策定
を進めます。

人事評価制度推進
事業費／ 347 万円　
職員の資質向上を図り、少人数でも市政運
営の充実が図れる体制づくりを進めます。

公会計制度改革
事業費／ 4 万 5,000 円　
公会計制度改革に伴う連結財務
諸表の作成・公表を進めます

第２次行財政改革大綱作成
事業費／ 36 万 4,000 円　
平成 22 年度以降の行政改革プランの計画
策定を進めます。

保育園給食調理業務委託
事業費／ 7,989 万 4,000 円　
保育園の給食調理業務委託を三郷・堀金地
域に拡大し、民間への業務委託を進めます。

協働のまちづくりの推進
事業費／ 144 万 4,000 円
市民活動にかかわる情報交換と情報発信の場
を提供するため、穂高総合支所西側に設置し
た市民活動センターの充実化などに取り組み
ます。

国民健康保険税軽減対策
事業費／ 2,816 万 9,000 円
国民健康保険税の税率改定に伴う負担軽減対
策を行います。

被生活保護者就労支援
事業費／ 195 万 7,000 円
生活保護被保護者の就労相談や就労支援を行
い、経済的自立を促進します。

中小企業融資預託金外拡大
事業費／ 6 億 6,700 万円
昨年秋からの急激な円高・景気の落ち込みに
より、中小企業者の資金繰りが厳しい状況に
あります。このような事業者への金融支援枠
を拡大します。

地域職業相談員設置
事業費／ 177 万 9,000 円
松本職業安定所との
共同による地域職業
相談所運営事業。求
職者に対する情報提
供、就職相談、就職
先をあっせんします。

低所得者世帯等火災警報器購入助成
事業費／ 1,526 万円
住宅用火災警報器の
設置義務化に伴い、
低所得者支援策とし
て購入費の一部を助
成し経済的負担の軽
減を図ります。

自主防災組織強化
事業費／ 500 万円
地域住民の震災に対する意識が高まっているこ
とから、防災訓練や災害に備えるための支援を
行います。

安曇野ブランド推進会議
プロジェクト推進
事業費／ 955 万円
3 年目を迎える安曇野ブランド推進事業の総
括を行い、全国に向けて安曇野ブランドの効
率的な情報発信方法の確立を目指します。

学校支援地域本部事業推進
事業費／ 550 万円 2,000 円

「地域の力」を学校現場に活用するため、学校・
地域・家庭が一体となって連携体制の構築を
図り、地域全体で学校教育の支援を行います。

地域運動会運営交付金
事業費／ 100 万円
各地域運動会の自主的・自立的な運営を目指
します。

小学校施設整備
事業費／ 10 億 6,930 万 4,000 円
穂高北小学校の耐震補強工事の完成、豊科北
小学校の耐震補強工事の着手など、学校施設
の整備を図り、児童の安全確保を行います。

宿泊施設あり方検討
事業費／ 53 万 5,000 円　
出資法人等あり方検討専門委員会における
検討の報告を受け、宿泊施設の今後のあり
方について、調査研究を進めます。

豊科・穂高交流学習センター建設
事業費／ 7 億 3,848 万 9,000 円　
穂高交流学習センター
は 6 月にしゅん工しま
す。豊科交流学習セン
ターは本年度着手、平
成 22 年 8 月のしゅん
工を目指します。

公立保育園整備
事業費／ 3 億 834 万 2,000 円　
有明の森保育園周辺
整備と明科北保育園
の改築工事を進めま
す。また、豊科南部
保育園は用地取得を
進め、改築準備を行
います。

未利用地処分推進
事業費／ 233 万 9,000 円　
新たな財源確保を図るため、利用予定のな
い未利用地や用途廃止等された市有地の処
分を進めます。

一般競争入札拡大
事業費／ 500 万円　
一般競争入札をさらに進め、入札制度の透
明性・公平性を確立します。

行政評価システム構築による
行財政効率化推進
事業費／ 130 万円　
事務事業の評価を行い、行政の透明性を確
立するシステムづくりを進めます。

1

２

３

４

昨年 12 月に試案を広報で公表

改築予定の明科北保育園

豊科交流学習センターは、
豊科近代美術館敷地内に計画

6 月 1 日までの設置が義務づ
けらている住宅用火災警報器

旧長野地方法務局豊科出張所
にある市地域職業相談所
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収
し
た
こ
と
に
対
し

国
が
補
て
ん
措
置
を

講
じ
た
こ
と
か
ら
見
込
ん
だ
も
の
で
す

歳
出
（
目
的
別
）

　

歳
出
で
は

予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
実
現
化
が
図
ら
れ
て
い

ま
す

特
に「
教
育
費
」「
衛
生
費
」「
消
防
費
」

の
伸
び
が
大
き
く
な

て
い
ま
す

　

教
育
費
は
継
続
事
業
で
あ
る
穂
高
北
小
学

校
の
耐
震
・
大
規
模
改
造
工
事

穂
高
交
流

学
習
セ
ン
タ

事
業
や
豊
科
北
小
学
校
の
耐

震
化
工
事
・
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ

工
事

に
着
手
す
る
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
た
た

め

増
と
な

て
い
ま
す

　

ま
た
衛
生
費
は

安
曇
野
赤
十
字
病
院
建

設
に
対
す
る
補
助
事
業
が
引
き
続
き
行
わ
れ

て
い
る
た
め
増

消
防
費
は

デ
ジ
タ
ル
移

動
系
防
災
行
政
無
線
整
備
費
を
計
上
し
た
た

め
増
と
な

て
い
ま
す

歳
出
（
性
質
別
）

　

歳
出
の
性
質
別
で
は

普
通
建
設
事
業
費

の
ほ
か
に
「
繰
出
金
」
が
伸
び
て
い
ま
す

　

こ
れ
は
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

額
が
増
え
た
た
め
で
す

　

13
の
特
別
会
計
と
2
つ
の
企
業
会
計
の
う
ち

主
な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

【
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
会
計
】
　

　

現
在
は
新
た
な
貸
し
付
け
は
な
く

過
去
の

償
還
事
務
の
み
を
行

て
い
ま
す

【
国
民
健
康
保
険
会
計
】　

　

保
険
者
が
健
康
診
断
（
特
定
健
診
）
を
行
う

よ
う
制
度
が
改
正
さ
れ
た
ほ
か
療
養
給
付
費
の

増
加
で

予
算
額
も
年
々
増
加
傾
向
で
す

【
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
】
　

　

こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
平
成

20
年
度
に
創
設

医
療
費
等
の
給
付
は
「
長

野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
行
い
ま

す
が

市
で
は
保
険
料
の
徴
収
や
広
域
連
合
へ

の
納
付
金
の
処
理
を
行
い
ま
す

【
介
護
保
険
会
計
】
　

　

介
護
サ

ビ
ス
給
付
費
の
半
分
は
公
費
負

担

残
り
半
分
は
40
歳
以
上
の
人

全
員
の
保

険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
居
宅
介
護
・
施
設
介

護
と
も
に

サ

ビ
ス
給
付
費
は
増
加
傾
向
で

す【
下
水
道
事
業
会
計
】
　

　

穂
高
地
域
以
外
は

整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
た

た
め

事
業
費
が
減
少
し
て
い
ま
す

【
宿
舎
事
業
会
計
】

　

し

く
な
げ
荘

有
明
荘

大
天
荘
の
管
理

運
営
を
行
い
ま
す

指
定
管
理
委
託
を
行

て

い
る
た
め

日
常
の
経
費
は
指
定
管
理
者
の
経

理
で
行
わ
れ

予
算
額
は
減
少
し
て
い
ま
す

　

市
民
生
活
の
全
体
を
ま
か
な
う
「
一
般
会

計
」
の
予
算
総
額
は

３
４
４
億
円
と
な
り

ま
し
た

　

昨
年
度
と
比
較
し
２
・
６
％

８
億
８
０

０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た

歳
入

　

歳
入
は
全
体
の
3
分
の
1
を
占
め
る
市
税

が
前
年
度
比
３
・
９
％
減
の
１
１
５
億
１

４
１
６
万
円
を
見
込
み
ま
し
た

　

特
に
法
人
市
民
税
は
景
気
悪
化
の
影
響
か

ら

２
億
９

７
０
０
万
円
減
額
の
９
億
５

３
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た

ま
た

固

定
資
産
税
は
家
屋
課
税
標
準
の
減
少
に
よ
り

前
年
度
比
２
・
７
％
の
減

地
方
譲
与
税
に

つ
い
て
も

自
動
車
重
量
税
・
取
得
税
の
減

税
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
７
・
６
％

の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た

　

地
方
交
付
税
は

昨
年
度
比
4
％
増
の
78

億
円
を
見
込
み
ま
し
た

こ
れ
は

地
方
交

付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
5
税
が
大
幅
に
減

特集◎

新年度予算

一
般
会
計
は
３
４
４
億
円

一般会計歳入構成比率
地方消費税
交付金 2.1％ 各種交付金

1.2％

市税
33.5％

負
担
金
・
使
用
料
手

数
料
ほ
か　

4.0
％

繰入金
9.7％

財産収入ほか
3.9％

地方交付税
22.7％

地方債
12.1％

国県支出金
9.5％

地方譲与税
1.3％

自主財源
51.1％

依存財源
48.9％

会　計　名 予算額 前年度比%

一般会計 344億円 2.6 

同和地区住宅新築資金等
貸付事業特別会計 327万円 △ 32.1

国民健康保険特別会計 93億8,152万円 △ 3.0

老人保健特別会計 7,519万円 △ 94.7

後期高齢者医療特別会計 7億5,583万円 △ 8.6

介護保険特別会計 64億8,768万円 11.1

下水道事業特別会計 49億6,883万円 △ 7.4

農業集落排水事業特別会計 1億9,922万円 0.1

上川手山林財産区特別会計 215万円 16.1

北の沢山林財産区特別会計 295万円 242.7

有明山林財産区特別会計 338万円 730.7

富士尾沢山林財産区特別会計 74万円 89.5

穂高山林財産区特別会計 71万円 60.3

産業団地造成事業特別会計 2億7,862万円 △ 28.3

特別会計合計 221億6,012万円 △ 6.6

企業会計

水道事業会計 収益的収入 20億5578万円 1.0

支出 19億4393万円 △ 1.3

資本的収入 4億3922万円 △ 45.1

支出 15億1951万円 △ 21.8

市営宿舎
事業会計

収益的収入 1639万円 △ 31.7

支出 2005万円 △ 12.8

資本的収入 0

支出 630万円 △ 33.3

平成 21年度安曇野市各会計予算額一覧

※１万円未満は切捨てで掲載

一般会計歳出構成比率（目的別）

民生費
24.9％

労働費
0.3％

議会費
0.8％消防費

4.2％

農林水産業費
5.7％

商工費
3.2％

予備費
0.1％

教育費
12.9％

衛生費
11.8％

土木費
11.7％

総務費
11.1％

公債費
13.3％

一般会計歳出構成比率（性質別）

人件費
17.4％

予備費
0.2％

補助費等
13.6％

維
持
補
修
費

0.3
％

公債費
13.3％

普通建設事
業費 18.9％

繰出金
9.6％

扶助費
8.0％

物件費
16.3％

積立金
0.4％

貸付金
2.0％

特
別
会
計

企
業
会
計
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第2期地域審議会提言（まとめ）内容
審議会 項　　目

豊　科

土地利用制度について
本庁舎等の建設について
公共交通システムについて
豊科交流学習センターについて
安曇野赤十字病院について

穂　高
しゃくなげ荘改築と周辺整備について
河川・水資源について
道路の整備について

三　郷

土地の秩序ある開発・利用を図る
畜産に伴う臭気問題への取り組み強化
黒沢川の治水・利水対策の解決
過大規模校三郷小学校の適正化への研究
・検討
室山やリンゴを活かした観光の推進

堀　金
堀金総合支所の空き部屋の有効活用と図
書館について
第 3セクターについて

明　科
JR明科駅前周辺整備
明科総合支所の敷地を活用したコミュニ
ティ複合施設整備

有明あおぞら保育園入学式（4/6）

有明の森保育園

20 人に委嘱状が手渡された赤レンガに覆われたトンネルの前でテープカット

■
漆

保
久

目
露
披
お
を
ル
ネ
ン
ト
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　国際協力機構（JICA）のボランティアとして
チリに派遣される工藤元彦さん（68・堀金烏川）
が 3月 18 日、市長を訪ね、出発前のあいさつを
しました。工藤さんは自動車部品製造会社に長
年勤務。そこでの豊富な経験を生かし、2年間、
現地で経営管理のノウハウなどを伝えます。以
前にも南米に赴任していた工藤さんは、「日本の
工業製品の品質は最高だと思う。ＧＤＰを少し
でも上げるために貢献できれば」と抱負を述べ
ました。

　市民活動センター「くるりん広場」を運営す
るわの会（今泉一会長）は 3月 15 日、より多
くの人に施設に親しんでもらおうと、「くるりん
広場の日」を現地で開催しました。当日は、登
録団体の活動紹介のほか、新聞紙で薪を作る体
験などのアトラクションが行われ、家族連れな
どがイベントを楽しんでいました。くるりん広
場は昨年 10 月にオープン。市民活動の情報交換
や連携を図る場として、市内 31 団体・8個人が
施設の管理運営にかかわっています。

　生涯スポーツに取
り組む市内のサーク
ルなどが集う「安曇
野さわやかフェス
ティバル」（市体育協
会主催）が 3 月 7 日、
穂高会館で開かれました。初開催となる今回は、
ストレッチ体操やダンス、ヨガ、太極拳など、
交流や健康づくりを進める 7団体が一堂に会し、
日ごろの取り組みを披露しました。会場には会
員のほか、見学者の姿も見られました。実行委
員長の片山勝久さん（穂高有明）は、「各団体を
見学する機会は、なかなかないと思う。身近に
いろいろなスポーツを楽しむ場があることをぜ
ひ皆さんに知ってほしい」と話してくれました。

3/18 ＪＩＣＡ　シニア海外ボランティア

3/ 7　第 1回 安曇野さわやかフェスティバル

3/15　くるりん広場の日　

日本の技術力を生かし

争わず 自分自身のために

人が来る 輪ができる

■
市
が
３
社
１
団
体
と
災
害
時
協
力
協
定

■
災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ
ニ

ア
ル
が
完
成

住宅用火災警報器
購入等の助成
市では、下記の世帯に対し、
住宅用火災警報器の設置費用
の一部を助成します。該当と
なる世帯には 4月中旬に通知
と助成金申出書をお送りしましたの
で、内容をご確認のうえ、申請して
ください。
■対象世帯　平成 21 年 2 月 1 日現
在、市内に住所を有し本人または
家族名義の持家で生活する、下記
の（1）または（2）に該当する世帯

（１）生活保護世帯
（２）世帯全員の平成 20 年度市民税
が非課税で、次のいずれかに該当
する世帯
① 65 歳以上のひとり暮らし世帯
② 75 歳以上の人のみの世帯
③重度要介護者（要介護度 4および
5）の人がいる世帯
④重度障害者世帯
・身体障害者手帳 1級および 2級の
人がいる世帯
・療育手帳Ａ１の人がいる世帯
・精神障害者保健福祉手帳１級の人
がいる世帯
⑤母子世帯・父子世帯等
※平成 21 年 2 月 1 日までに転入し
た人で転入前の市町村で市町村民
税が非課税の人、市町村民税の申
告をしていない人も対象となる場
合がありますので、お問い合わせ
ください。
■助成額　5,000 円
　（購入費用が 5,000 円に満たない場
合は実際の支払金額）
■申し込み　平成 22 年 3 月 31 日
までに、申請書に必要事項を記載
し、警報器の領収書を添付のうえ、
穂高健康支援センター内各担当課
（案内通知に記載）、または各総合
支所福祉係まで提出してください。
穂高健康支援センター内

　健康福祉部（481･1622 681・0703）

器

したの
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庁
舎
の
規
模
や
機
能
に
つ
い
て

意
見
を
ま
と
め
、
建
設
候
補
地
の

具
体
的
な
協
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
７
回
本
庁
舎
等
建
設
審
議
会
を
３
月
24
日
、
明
科
総
合
支
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦総合支所の業務は「窓口サービス」、「相談業務」、「住民
と協働する地域づくりの推進」を基本とする。

◦ 10 年、20 年という将来的な規模・機能を見据えた中で、
各支所に配置する職員数は 40 人以内の範囲で適切な人員
を配置する。

（１）不可欠な附随施設
◦防災センター
◦十分な駐車場（来客用として約 350 台（※）、公用車

として約 150 台。職員駐車場は別途検討が必要）
※現在の 5 支所の来客用駐車場は 318 台分であること

などを踏まえた台数。
◦敷地内の緑地スペース

（２）附髄するにあたっては別に検討が必要な施設
◦コンサートやイベントができる 1,000 人以上の規模の

劇場型市民ホールは欲しいが、本庁舎建設とは別に
検討する必要がある。

◦子育て支援施設や健康福祉施設は地域にある既存施
設の活用を基本にすべきである。

～主な評価の視点～
◦合併協定書の協定内容（「新庁舎については、住民

の利便性、交通事情及びその他の官公署との関係
を考慮し、新市において検討する。」）と整合する
こと。

◦市の総合計画、土地利用計画、景観計画と整合す
ること。

◦地域生態系の保全及び周辺の環境配慮をできること。
◦活断層の位置を考慮していること、また浸水想定

地域に該当しないこと。
◦市民が望む場所であること（アンケート結果）
◦用地買収費、移転補償費、道路整備費を抑えること

など
※具体的な評価方法は引き続き協議します。

◇豊科駅西側周辺のゾーン
（理由）市街地に近く、駅にも近く、市民に便利で

ある。
◇国道 147 号「新田北」交差点の東側ゾーン　
（理由）人口重心付近であり、市民が納得できる場

所である。景観も良い場所である。
◇豊科保健センター周辺のゾーン　
（理由）比較的市街地や駅が近く、景観が良い場所

である。
◇豊科北中学校周辺のゾーン
（理由）市内を東西に横断する道路は 2 本しかない。

市民のアクセスを考慮すると、この 2 本の
道路の内側に建設する必要がある。景観が
良い。

◇穂高地域の久保田地区周辺（広域農道の東側）のゾーン
（理由）郊外であり用地取得費が抑えられる。景観

が良い。
◇豊科地域と穂高地域の境界周辺（国道 147 号の西、

JR 大糸線の東）のゾーン　
（理由）人口重心及び地理的中心（都市計画区域の

中心）の中間付近であり、市民が納得でき
る場所である。地理的・土壌的にも災害が
ない場所である。景観が良い。

◇豊科総合支所を中心としたゾーン　
（理由）市街地に立地していて市民に便利である。

市有地を活用できるため農地を潰すことを
避けることができる。

◇民間企業の敷地及び建物を購入する案
　（現に企業活動が行われている場所であるため、場

所の掲載は控えさせていただきます。）

（１）本庁舎に不可欠な機能
◦自然環境や省エネ・省資源に配慮した庁舎
◦耐震性に優れた庁舎
◦ユニバーサルデザイン（※）に対応した庁舎
◦ＩＴ化に対応できる庁舎
◦市民が自由に集えるコミュニティ機能やホール（講堂）
※ユニバーサルデザイン ･･･ 人種、性別、年齢、身体的特徴など

に関わらず、できるだけ多くの人が利用可能となるように建物、
空間をデザインするという考え方。

（２）本庁舎に可能であれば付すべき機能
◦展望室
◦市民や観光客が利用できる食堂（レストラン）
◦銀行、郵便局
◦地元の物産展などが開催できるスペース　
◦子育て支援機能　など　

（３）本庁舎の規模
◦ 10 年、20 年という将来的な規模・機能を見据えた中

で、上記機能を踏まえた必要最小限の規模として 550 ～
650 人程度が執務できる規模。延床面積として 18,000 ～
23,000㎡の延床面積が必要。

◦後述の附随施設の設置を考慮し、敷地面積は 20,000㎡～
40,000㎡（※）が必要。　

※階数により必要となる敷地面積が異なります。

（１）耐用年数がほとんどない施設
◦市民が集まる場所としての利用は望ましくない。他

の用途を検討し、用途に応じて必要最小限の整備を
する。

◦処分することも検討する必要がある。
（２）耐用年数が約 15 年以上ある建物
　地域の意見を尊重したうえで、以下のような活用方

法を検討する必要がある。
◦市民が自由に交流できるスペースとしての活用。
◦図書館、公民館、児童館、古文書館等としての活用。
◦公営企業の拠点としての活用。

７
回
目
と
な
る
本
庁
舎
等
建
設
審

議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
審
議

内
容
を
踏
ま
え
、
本
庁
舎
と
総
合
支
所

の
規
模
・
機
能
、
現
在
の
庁
舎
の
活
用

方
法
な
ど
の
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
候
補
地
の
具
体
的
な
協
議

に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
と
め
ら
れ
た
意
見
は
、
昨
年
12
月

に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析

結
果
や
2
月
に
地
域
審
議
会
か
ら
市
長

へ
答
申
さ
れ
た
「
本
庁
舎
の
建
設
を
前

提
と
し
た
総
合
支
所
に
必
要
不
可
欠
な

サ
ー
ビ
ス
」
の
内
容
を
参
考
に
審
議
を

重
ね
、意
思
統
一
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
第
7
回
審
議
会
で
は
、

建
設
候
補
地
を
選
定
す
る
た
め
の
基
準

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

お
お
む
ね
左
記
（
建
設
候
補
地
の
選
定

基
準
）
の
よ
う
な
視
点
で
建
設
候
補
地

を
評
価
し
選
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
委
員
か
ら
建
設
候
補
地

（
ゾ
ー
ン
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
現
地
視
察
な
ど
を
行
い
、
こ
れ
ら

の
場
所
が
適
切
か
、
あ
る
い
は
可
能
性

が
あ
る
か
、
審
議
を
行
い
、
建
設
候
補

地
の
絞
り
込
み
を
行
う
予
定
で
す
。

　

な
お
、審
議
会
の
会
議
記
録
（
要
旨
）

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

uhttp://w
w

w
.city.azum

ino.naga
no.jp/

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

122009.4.22　広報あづみの

検討結果検討結果

検討結果

意　　見

検討結果

検討結果

総合支所の規模・機能附随施設

建設候補地の選定基準

委員から推挙された建設候補地（案）

本庁舎の規模・機能

既存施設の活用方法

第７回 
本庁舎等建設審議会

※第 8 回審議会（4/9 開催）において、建設候補地を豊科保健セ
ンター周辺ゾーン、豊科駅西側ゾーン、豊科北中学校周辺ゾー
ンの 3 つのゾーンに絞りました。詳細については広報 5 月号で
お知らせします。
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の
た
め
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
分
を

借
金
の
返
済
に
充
て
る
な
ど
と
考
え
る

と
建
設
の
意
味
が
出
で
く
る
。
合
併
特

例
債
が
利
用
で
き
る
期
間
内
に
ぜ
ひ
建

設
を
進
め
て
ほ
し
い
。

（
意
見
）　

庁
舎
の
問
題
は
合
併
協
議
会

の
時
も
話
題
に
な
っ
た
。
具
体
的
な
こ

と
は
合
併
後
に
引
き
継
が
れ
た
。
旧
役

場
な
ど
を
使
っ
て
職
員
を
8
カ
所
に
分

け
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
仮
住
ま
い
で
あ
り
、
支
所

機
能
は
旧
役
場
に
あ
る
が
、
本
庁
機
能

は
狭
い
と
こ
ろ
に
押
し
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
で
や
っ
て
み
た
ら
問
題
点
が

多
く
出
て
き
た
こ
と
か
ら
市
の
検
討
委

員
会
で
も
議
論
さ
れ
て
き
た
経
過
が
あ

る
。
車
の
両
輪
と
も
い
え
る
理
事
者
と

議
会
が
別
々
の
建
物
と
い
う
の
も
お
か

し
い
。
安
曇
野
市
は
10
万
人
都
市
で
あ

り
県
内
で
も
6
番
目
に
大
き
な
市
で
あ

る
。
ど
う
し
て
も
核
と
な
る
庁
舎
は
必

要
で
あ
る
。

（
意
見
）　

本
庁
舎
の
建
設
は
必
要
で
あ

る
。
本
来
本
庁
舎
で
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
仕
事
が
8
カ
所
に
分
散
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
訳
は
な
い

と
思
う
。
支
所
も
明
科
、
豊
科
は
耐
用

年
数
が
過
ぎ
て
い
る
の
で
建
て
替
え
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い

る
。
そ
の
前
に
ま
ず
本
庁
舎
を
建
て
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
建
設
時
期

も
合
併
特
例
債
を
活
用
し
な
い
と
市
民

負
担
が
増
え
る
の
で
活
用
し
て
ほ
し

い
。

（
市
の
回
答
）　

以
上
の
ご
意
見
は
意
見

と
し
て
承
る
。

【
本
庁
舎
建
設
に
対
す
る

反
対
意
見
】

（
意
見
）　

分
庁
方
式
の
た
め
移
動
に
要

す
経
費
が
約
１
億
円
か
か
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
利
用

に
よ
り
移
動
し
な
く
て
も
会
議
は
で
き

る
と
思
う
。
民
間
で
は
こ
の
活
用
に
よ

り
コ
ス
ト
削
減
を
し
て
い
る
。

（
市
の
回
答
）　

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て

で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
。
現

在
で
も
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
を
活
用
し
て

い
る
が
、
行
政
の
仕
事
は
、
市
民
と
直

接
会
話
す
る
こ
と
に
よ
り
肌
で
気
持
ち

を
感
じ
な
が
ら
、
市
民
に
満
足
感
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
意
見
）　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

議
の
中
で
新
市
に
な
っ
た
ら
考
え
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
庁
舎
を
新
し
く

建
設
す
る
と
い
う
約
束
は
な
か
っ
た
と

思
う
が
、
現
在
は
建
て
る
方
向
で
動
い

て
い
る
。
市
民
側
か
ら
本
庁
舎
建
設
の

方
向
で
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

進
ん
で
い
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

つ
ま
り
行
政
主
導
で
進
ん
で
い
る
。
１

０
０
年
に
一
度
の
不
景
気
で
あ
る
。
高

齢
者
、
国
保
税
、
介
護
保
険
料
が
上
が

る
中
で
生
活
は
大
変
で
あ
る
。
既
存
施

設
を
使
っ
て
経
済
効
率
を
図
り
市
民
負

担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。
県
の
安
曇
野
庁
舎
も
利
用
し
て
ほ

し
い
。

（
市
の
回
答
）　

既
存
施
設
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
建
設
審
議
会
に
お
い
て
も
検

討
し
て
い
る
。
現
在
の
市
有
地
だ
け
で

は
、
容
積
率
な
ど
の
関
係
で
難
し
い
と

い
う
結
論
に
な
っ
て
い
る
。
周
辺
を
買

収
し
た
場
合
の
検
討
も
進
め
て
い
る
。

周
辺
の
家
屋
の
移
転
補
償
、
営
業
補
償

の
問
題
も
あ
る
。

（
意
見
）　

新
し
い
場
所
に
大
き
な
新
庁

舎
を
建
設
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ

る
。新
庁
舎
が
で
き
て
も
、3
階
に
行
け

と
か
た
ら
い
回
し
に
な
る
と
思
う
。
本

庁
舎
が
で
き
れ
ば
あ
ち
こ
ち
に
行
か
な

く
て
も
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

職
員
の
対
応
の
仕
方
で
今
で
も
で
き
る

こ
と
も
せ
ず
、
税
金
や
国
保
が
上
が
る

中
で
本
庁
舎
建
設
を
す
る
と
い
う
の
は

理
解
で
き
な
い
。
庁
舎
建
設
の
前
に
職

員
と
し
て
の
意
識
を
変
え
て
ほ
し
い
。

（
市
の
回
答
）　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
※
）に
つ
い
て
も
、
本
庁
舎
建
設
と

同
時
に
検
討
し
て
い
る
。
来
て
い
た
だ

い
た
市
民
に
ど
の
位
満
足
し
て
帰
っ
て

い
た
だ
け
る
か
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
教
育
も
し
て
い
き
た
い
。
市
民

と
行
政
の
信
頼
関
係
が
大
切
で
あ
る
。

（
※
）
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

国
や
自
治
体
へ
の
申
請
や
手
続
き
を

1
カ
所
又
は
1
回
で
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

【
本
庁
舎
の
機
能
、

建
設
場
所
等
に
つ
い
て
】

　（
意
見
）　

新
庁
舎
の
機
能
と
し
て
太
陽

光
発
電
を
導
入
し
、
エ
コ
や
環
境
に
配

慮
し
て
ほ
し
い
。

（
市
の
回
答
）　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

も
エ
コ
、
環
境
に
配
慮
し
た
庁
舎
の
希

望
が
多
い
の
で
、
実
施
設
計
な
ど
に
進

む
段
階
で
は
考
慮
し
て
い
き
た
い
。　

【
本
庁
舎
建
設
に
対
す
る

賛
成
意
見
】

（
意
見
）　

現
在
の
8
カ
所
に
分
か
れ
て

い
る
分
庁
方
式
で
は
、
市
民
が
あ
ち
こ

ち
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
の
解
消
や
市
民
の
一
体
感
醸
成
の

た
め
に
も
早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
。

（
意
見
）　

こ
れ
か
ら
地
方
自
治
を
進
め

て
い
く
う
え
で
、
地
方
分
権
は
遅
れ
て

い
る
が
、
や
は
り
地
方
の
時
代
で
あ
る

と
思
う
。
市
町
村
合
併
も
そ
の
一
環
で

あ
る
と
思
う
。
市
町
村
合
併
の
理
念
を

考
え
る
う
え
で
も
一
日
も
早
く
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
本
庁
舎
建
設
を
進
め
て

ほ
し
い
。
分
庁
方
式
の
た
め
に
年
間
に

１
億
円
も
の
無
駄
な
お
金
を
使
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
経
常
収
支
比
率
を

下
げ
る
う
え
で
も
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

そ
の
分
を
建
設
的
経
費
や
福
祉
に
ま
わ

す
こ
と
が
で
き
る
。

（
意
見
）　

職
員
の
た
め
に
庁
舎
を
建
設

す
る
の
で
は
な
い
。
庁
舎
が
8
カ
所
に

分
散
さ
れ
て
い
る
た
め
、
例
え
ば
産
業

観
光
部
に
行
っ
て
、
都
市
建
設
部
に
行

く
場
合
に
は
、
本
来
な
ら
一
つ
の
庁
舎

で
用
が
足
り
る
の
に
、
今
は
三
郷
へ

行
っ
て
、
豊
科
へ
行
く
こ
と
に
な
る
の

で
市
民
に
と
っ
て
も
効
率
が
悪
い
。
財

政
面
で
も
年
間
１
億
円
の
経
費
が
分
庁

次
の
よ
う
な

ご
意
見
、
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

本
庁
舎
建
設
検
討
の
経
過
、
必
要
性
な
ど
を
説
明
す
る
「
本
庁
舎
等
建
設
検
討
市
民
説
明
会
」
を
2
月
26
日
か
ら
3
月
6
日
に

か
け
、
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
説
明
会
で
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
主
な
意
見
や
市
の
回
答
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

【
報
告
】
本
庁
舎
等
建
設
検
討
市
民
説
明
会

3 月 3 日 三郷公民館

3 月 5 日 穂高会館

14
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】
て
い
つ
に
債
例
特
併
合
【

）
見
意
（

　

庁
て
し
用
活
を
債
例
特
併
合

約
が

7

1015

の
税
付
交
る
よ
に
併
合
は
ら
か
後
年約

に

7

あ
で
問
疑
か
る
あ
が
助
補
の
割

）
答
回
の
市
（

　

は
置
措
遇
優
る
よ
に
併

10

段
降
以
後
年

り
減
に
的
階

15

】
て
い
つ
に
所
支
合
総
【

）
見
意
（

　

）
答
回
の
市
（

　

い
つ
に
方
り
あ
の
所
支

い
て
し
用
利
を
所
支
て
し
と
務
業
口

）
見
意
（

　

を
員
職

10

削
人
４
０
１
で
年

が
画
計
る
す
減

3

を
分
半
の
標
目
で
年

域
地
は
所
支
合
総
は
で
申
答
の
会
議
審

ほ
て
し
に
織
組
な
う
よ
る
な
と
点
拠
の

る
い
て
れ
ま
望
が
ん
さ
皆
と
う
ま
し
て

も
て
く
な
少
は
員
職
う
合
れ
触
と

5
年の

員
職
規
正
る
け
だ
た
い
て
い
聞
を
み

）
答
回
の
市
（

　

に
激
急
が
減
削
の
員
職

き
い
て
し
に
う
よ
い
な
け
か
を
惑
迷
り

】
て
い
つ
に
員
職
【

）
見
意
（

　

の
合
場
た
し
設
建
を
舎
庁
本

2

支
の
位
つ

ば
れ
す
う

50

れ
図
が
減
削
員
職
は
位
人

）
答
回
の
市
（

　

の
人
０
５
８
は
時
併
合

は
で
画
計
化

10

す
減
削
人
４
０
１
で
年

4
月

3

経
年

し
成
達
を
分
半
の
標
目
で
点
時
た
し
過

50

と
る
す
減
削
を
位
人

め
進
に
的
画
計
め
た
る
い
て
え
増
も
務

）
見
意
（

　

）
答
回
の
市
（

　

意
の
民
市
た
れ
さ
庁
来

　

係
務
庶
課
務
総

　
（
71

０
０
０
２・

 

71

）
０
０
０
５・

）
見
意
（

　

）
答
回
の
市
（

　

れ
な
に
と
こ
る
す
設
建

）
見
意
（

　）
見
意
（

　

て
え
教
を
件
要
定
選
の
所
場

け
な
し
慮
考
は
と
こ
る
あ
が
性
便
利
て

）
答
回
の
市
（

　

を
所
場
に
会
議
審
設
建

い
て
し
を
示
提
料
資
の
め
た
る
す
討
検

5

）
見
意
（

　

れ
さ
定
策
が
画
計
用
利
地
土

を
地
農
良
優
は
て
し
と
市
野
曇

2
町

3

あ
で
対
反
は
と
こ
す
ぶ
つ
歩
町

】
て
い
つ
に
設
施
随
附
【

）
見
意
（

　

）
答
回
の
市
（

　
）
見
意
（

　

経
持
維
や
費
設
建
の
合
場
た
し
設
建
ば

取
も
に
う
よ
う
ま
し
て
し
設
建
に
緒
一

）
答
回
の
市
（

　

て
い
つ
に
設
施
随
附】

て
い
つ

）
見
意
（

　

50
）
答
回
の
市
（

　

し
対
に
設
建
舎
庁
本
が
ん
さ
皆
の
民
市

ば
れ
け
な
で
度
解
理
の
位
じ
同
て

け
い

）
見
意
（

　

約
が
率
収
回
て
し
に
象
対
を

50

い
と
％

）
答
回
の
市
（

　

50

で
字
数
い
高
変
大
は
字
数
う
い
と
％

40

）
見
意
（

　

）
答
回
の
市
（

　

持
の
用
信
に
的
学
計
統

に
象
対
を
％
７
・
５
の
口
人
の
別
域
地

く
な
が
題
問
に
的
学
計
統
は
で
会
議
審

う
い
と
い
い
が
方
い
多
し
少
う
も
も
て

象
対
を
方
の
倍
の
画
計
初
当
ら
か
見
意

）
見
意
（

　

説明会の出席人数等

期　　日 地　　域 参 加 者 発 言 者

2 月 26 日 明　科 75 人 7 人

3 月 3 日 三　郷 56 人 4 人

3 月 4 日 豊　科 64 人 7 人

3 月 5 日 穂　高 74 人 10 人

3 月 6 日 堀　金 55 人 14 人

2 月 26 日 明科公民館

3月 4日　豊科ふれあいホール 

3 月 6日 堀金総合支所

・日時　平成 21年4月27日（月）
　　　　午後 1時 30 分～

・場所　堀金総合支所
　　　　301号大会議室

審議会は傍聴できます。
ぜひお出掛けください。

第 9回審議会のご案内
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土
地
利
用
基
本
区
域（
案
）を
設
定

市
内
を
６
つ
の
区
域
に

分
け
て
検
討

現
在
、
市
の
土
地
利
用
制
度
は
、
合
併

前
の
ル
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
、

旧
町
村
ご
と
に
異
な
っ
た
制
度
を
運
用
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
23
年
4
月
を
め
ど
に
、
こ

の
制
度
の
統
一
を
目
指
し
て
、
都
市
計
画
策

定
委
員
会
（
21
ペ
ー
ジ
下
段
）
を
中
心
に
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
討
会
で
は
、
市
内
を
6
つ
の
区
域
に
分

け
、そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
ふ
さ
わ
し
い
立
地
・

用
途
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
た
め
の
素
案
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
を
皆
さ
ん
に
ご
説
明
し
、
ご
意

見
な
ど
を
伺
う
た
め
に
、
3
月
13
日
か
ら
40

会
場
で
、地
区
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
月
と
来
月
の
2
回
に
渡
り
、
こ
の
懇
談

会
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

【用語解説】
（＊1） 農用地区域　今後 10 年以上の長

期に渡り農業上の利用を確保すべき
土地（優良農地等）の区域を言います。
通常「青地農地」と呼ばれています。

（＊2） 用途地域　市街地における適正な
土地利用を図るため、その目的に応
じた住宅・商業・工業系などの用途
に分け建築基準法と連動し、建築物
の用途・容積率等に一定の制限を加
える制度です。

シリーズ１
土地利用制度
統一に向けて

「
地
域
拠
点
区
域
（
Ａ
区
域
）」
は
、
右

図
①
～
⑤
の
区
域
と
な
り
ま
す
。
こ
の
地

域
は
、
積
極
的
に
開
発
を
進
め
る
区
域
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

旧
町
村
の
中
心
地
で
あ
り
、
現
在
用
途

地
域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
豊
科
地
域
①
と

穂
高
地
域
②
で
は
、
そ
の
区
分
を
そ
の
ま

ま
継
承
し
た
範
囲
と
し
、
用
途
地
域
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
三
郷
地
域
③
、
明
科
地

域
④
、
堀
金
地
域
⑤
で
は
、
農
用
地
区
域

（
※
１
）
の
設
定
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て

検
討
し
設
定
し
ま
し
た
。

こ
の
地
域
の
ル
ー
ル
は
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
「
用
途
地
域
」（
※
2
）
を
設

定
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
設
定
す
る
用
途

に
よ
り
建
築
で
き
る
建
築
物
が
変
わ
り
ま

す
。
三
郷
③
・
明
科
④
、
堀
金
⑤
に
設
定

す
る
用
途
の
内
容
は
未
定
で
す
が
、
住
宅

系
の
用
途
を
中
心
に
設
定
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
用
途
地
域
設
定
に
つ
い
て
は
、

県
と
の
協
議
な
ど
に
よ
っ
て
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
最
終
決
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

農
政
関
係
部
局
と
協
議
を
行
い
、
事
前

に
農
用
地
区
域
を
除
外
し
て
か
ら
用
途
地

域
を
設
定
し
ま
す
。
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
で
き
な
け
れ
ば
、
用
途
地
域
に
設
定
で

き
ま
せ
ん
。

農
地
の
固
定
資
産
税
は
、
用
途
地
域
が

設
定
さ
れ
た
こ
と
で
上
が
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
線
引
き
制
度
が
外
れ
ま
す
と
、

豊
科
地
域
の
用
途
地
域
内
の
農
地
は
今
よ

り
税
金
が
下
が
り
ま
す
。

た
だ
し
、相
続
税
の
評
価
は
、区
域
内
の

農
地
は
宅
地
並
み
の
評
価
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
検
討
に
入
る
「
住

民
参
加
の
ル
ー
ル
」
等
に
よ
り
、
開
発
に

対
し
て
周
辺
住
民
へ
の
説
明
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ほ
か
の
区
域
で
も
同

様
な
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
「
既
存
用
途
地
域（‘
Ａ
区
域
）」は
、
図

⑥
～
⑨
の
区
域
と
な
り
ま
す
。
こ
の
地
域

も
積
極
的
に
開
発
を
進
め
る
区
域
で
す
。

地
域
拠
点
区
域
以
外
で
、
合
併
前
か
ら

す
で
に
用
途
地
域
の
設
定
が
あ
る
区
域
を

‘
Ａ
区
域
と
し
、
用
途
地
域
を
そ
の
ま
ま

継
承
し
て
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
線
引
き
制
度
が
外
れ
ま
す
と
、
豊
科

地
域
の
‘
Ａ
区
域
の
農
地
の
固
定
資
産
税

は
下
が
り
ま
す
。

地域拠点区域（Ａ区域）

既存用途地域（Ａ
エーダッシュ

’ 区域）

私
の
地
域
は
、ど
う
な
る
の
？

地
区
別
懇
談
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
ど
の
よ
う
な
区
域
に
な
る
か
、
具

体
的
な
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、営
農
環
境
・
田
園
集
落
区
域（
Ｃ
区
域
）

を
除
く
地
域
の
概
要
と
主
な
質
問
を
ま
と
め
ま
し
た
。

Ｑ
Ａ
区
域
に
含
ま
れ
た

農
用
地
区
域
は
ど
う
な
る
の
？

Ｑ
Ａ
区
域
に
な
る
と

税
金
が
高
く
な
る
の
？

Ｑ
Ａ
区
域
で
開
発
す
る
の
に

周
辺
へ
の
説
明
が
必
要
？

Ｑ
新
し
い
条
例
で
こ
の
区
域
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
何
？

地域拠点区域（A・A’区域）の商店街のイメージ

①

②

③

④

⑨

⑩

⑪

⑤

⑫

⑬

⑭

⑮

⑮

⑥

⑦

⑧
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「
集
落
居
住
区
域（
Ｂ
区
域
）」は
、
18
ペ

ー
ジ
図
⑩
～
⑬
の
区
域
と
な
り
ま
す
。
積

極
的
に
開
発
を
進
め
る
区
域
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
す
で
に
大
き
な
集
落
の
形
成
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
区
域
の
内
部
で
一

定
の
条
件
の
も
と
に
開
発
を
認
め
る
区
域

で
す
。

　

区
域
の
設
定
は
、
次
の
2
つ
の
条
件
に

該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。1
つ
は「
鉄

道
駅
や
幹
線
道
路
の
近
く
」。
2
つ
め
は

「
隣
同
士
が
互
い
に
連
続
し
合
う
宅
地
の

ま
と
ま
り
が
、
お
お
む
ね
20
㌶
以
上
で
あ

る
」
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
連
な
る
宅
地

の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
農
用
地
区
域
は
、

こ
の
区
域
に
入
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
区
域
の

ル
ー
ル
は
、
市
の
条
例

の
中
に
区
域
を
明
確
に

し
運
用
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
（
一
定
規

模
以
上
の
開
発
は
県
の

許
可
に
な
り
ま
す
）。

将
来
、
用
途
地
域
の
導
入
（‘
Ａ
区
域
）

が
見
込
ま
れ
る
範
囲
と
し
ま
し
た
（
用
途

地
域
は
最
低
20
㌶
以
上
の
面
積
が
必
要
に

な
り
ま
す
）。
大
き
な
集
落
で
あ
れ
ば
、

そ
の
内
部
が
開
発
さ
れ
て
も
周
辺
農
地
な

ど
へ
の
影
響
も
少
な
く
、
無
秩
序
に
開
発

が
広
が
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

条
例
な
ど
に
「
農
用
地
区
域
は
Ｂ
区
域

に
は
含
ま
れ
な
い
」
と
い
っ
た
主
旨
を
盛

り
込
む
予
定
で
す
。
ま
た
、
農
振
の
除
外

で
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
た
場
合

は
、
Ｂ
区
域
に
入
れ
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

詳
細
な
内
容
は
、
今
後
検
討
さ
れ
ま
す

が
、「
最
低
敷
地
面
積
（
２
５
０
平
方
㍍
）

を
大
き
く
設
定
す
る
」、「
開
発
ま
で
の
手

続
き
の
中
で
、
住
民
参
加
や
審
査
会
の
検

討
を
必
要
と
す
る
」
な
ど
Ａ
・‘
Ａ
区
域

で
計
画
す
る
開
発
よ
り
も
厳
し
い
条
件
と

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

表
1
で
「
条
件
付
き
可
」
と
な
っ
て
い

る
条
件
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
れ
ま

す
。
集
合
住
宅
で
あ
れ
ば
建
築
戸
数
、
商

店
・
飲
食
店
で
あ
れ
ば
店
舗
面
積
な
ど
に

制
限
を
設
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
型
商
店
や
大
規
模
な
工
場
等
は

原
則
不
可
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
山
麓
保
養
区
域
（
Ｅ
区
域
）」
は
、
18

ペ
ー
ジ
図
⑭
の
区
域
と
な
り
ま
す
。
森
林

に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
の
魅
力
を
保
持
し

つ
つ
、
そ
の
環
境
を
生
か
し
た
開
発
を
限

定
的
に
認
め
て
い
く
区
域
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
西
山
の
山
麓
部
の
傾
斜

地
で
、
温
泉
な
ど
観
光
や
保
養
を
目
的
と

し
た
施
設
や
別
荘
が
一
体
的
に
集
ま
っ
て

い
る
範
囲
で
す
。
で
き
る
限
り
農
地
は
こ

の
区
域
に
入
れ
ず
、
森
林
に
囲
ま
れ
た
土

地
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
範
囲
（
左
図
参

照
）
に
限
定
し
て
定
め
て
あ
り
ま
す
。

集
合
住
宅
や
大
型
商
店
・
工
場
な
ど
は

不
可
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
低
敷
地
面
積
や
高
さ
な
ど
で

他
の
区
域
よ
り
厳
し
い
規
制
が
必
要
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
山
間
居
住
・
森
林
環
境

区
域
（
Ｆ
区
域
）」
は
、
18

ペ
ー
ジ
図
⑮
の
区
域
と
な
り

ま
す
。
山
間
部
で
住
宅
や
農

地
と
し
て
の
利
用
が
少
な
い

の
が
特
徴
で
す
。

森
林
環
境
を
維
持
し
つ
つ

も
、現
在
の
居
住
地
（
集
落
）

を
保
持
し
、
豊
か
な
森
林
環

境
を
壊
さ
な
い
範
囲
で
、
一

定
の
開
発
を
容
認
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

山麓保養区域（E区域）のイメージ

集落居住区域（B区域）の
イメージ

建物用途 立地のルール
住宅系用途 条件付き可

最低敷地面積
250㎡以上戸建住宅

集合住宅
（長屋建・共同住宅） 条件付き可

商業系用途

条件付き可日用品店舗
（コンビニエンスストア等）

飲食店等

一般商業施設
（販売・業務等） 原則不可

工業系用途
工場・事業所等 原則不可

その他用途
医療・福祉施設等 条件付き可

Ｑ
な
ぜ
お
お
む
ね
20
㌶
以
上
が

必
要
な
の
？

Ｑ
Ｂ
区
域
に
含
ま
れ
た

農
用
地
区
域
は
ど
う
な
る
の
？

Ｑ
Ｅ
区
域
で
は
、
Ａ
・
Ｂ
区
域
と

違
う
規
制
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ
ど
ん
な
用
途
の
開
発
が

で
き
る
の
で
す
か
？

Ｑ
一
定
の
条
件
と
は
何
？

集落居住区域（Ｂ区域）山麓保養区域（Ｅ区域）

※ 営農環境・田園集落保全区域（Ｃ区域）については、5 月の広報で紹介します。

山間居住・森林環境区域（Ｆ区域）

Ｅ区域

市内の全図を広げ検討を進める委員

検討を重ねています～都市計画策定委員会～

昨年 6 月から市民 18 人の参加により、都市計画策定委員会
を組織し、土地利用計画等について検討を重ねています。

委員会では、各区域の設定基準などを検討し、今回の懇談会
の資料内容についても議論を重ねてきました。
　4 月からは、都市計画マスタープランや住民参加のあり方、
基本ルールを補完するしくみの検討など、多岐に渡って検討す
る予定です。

土地利用制度統一に向けてシリーズ１

表 1



リ
ズ
ム
体
操
教
室
（
全
15
回
）

　

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
程　

5
月
18
日
か
ら
毎
週
月
曜

■
時
間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

■
場
所　

豊
科
南
社
会
体
育
館

■
講
師　

山
本 

祐
子
さ
ん

■
対
象　

一
般

■
募
集
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

１
、
５
０
０
円

（
別
途
保
険
料
１
、
６
０
０
円
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
全
10
回
）

　

楽
し
く
て
簡
単
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
気
軽
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
程　

5
月
20
日
か
ら
毎
週
水
曜

■
時
間　

午
後
1
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

豊
科
南
社
会
体
育
館

■
講
師　

市
体
育
指
導
委
員

■
対
象　

一
般

■
募
集
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

１
、
０
０
０
円

　
（
別
途
保
険
料
１
、
６
０
０
円
）

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
講
習
会
（
全
４
回
）

■
日
程　

5
月
20
日
か
ら
隔
週
水
曜

■
時
間　

午
後
7
時
30
分
～
9
時
30
分

■
場
所　

豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー

ツ
施
設
体
育
館

■
講
師　

市
体
育
指
導
委
員

■
対
象　

一
般

■
受
講
料　

４
０
０
円
（
保
険
料
、

公
民
館
総
合
保
障
制
度
適
用
）

３
教
室
の
申
し
込
み

　

5
月
7
日
（
木
）
ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
へ
電
話
か
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
（
62・４
５
６
５ 

62・３
５
２
５
）
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生涯学習だより
安曇野市教育委員会

　

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が

つ
く
れ
る
陶
芸
教
室
を
、
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
日
以
外
で
も

施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
程　

5
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

6
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

7
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

8
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

9
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

10
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

11
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

12
月
20
日
（
日
）

　
（
平
成
22
年
）
3
月
21
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
9
時
～

（
各
回
2
～
3
時
間
程
度
の
予
定
）

■
場
所　

穂
高
陶
芸
会
館

■
講
師　

嶋
田 

好よ
し
た
か貴
さ
ん

■
定
員　

各
回
30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

１
回
２
、
０
０
０
円

（
粘
土
１
㌔
と
指
導
料
・
焼
き
上

げ
ま
で
の
料
金
含
む
）

■
申
し
込
み　

穂
高
陶
芸
会
館
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
穂
高
陶
芸
会
館

　
（

 

82
・
６
７
５
０
）

　

小
ガ
ラ
ス
板
に
研
磨
剤
を
吹
き
付

け
、
自
由
に
絵
を
描
き
出
し
ま
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

6
月
6
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時

■
募
集
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

■
指
導　

小
倉 

健
吾
さ
ん

■
材
料
費　

１
、
０
０
０
円

■
持
ち
物　

昼
食
、
材
料
費
、
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム
、
タ
オ
ル

■
申
し
込
み　

4
月
28
日
（
火
）
～

6
月
4
日
（
木
）
の
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
（
休
館
日
を
除
く
）

ま
で
の
間
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

　
（
81・３
０
３
０ 

82・０
５
５
１
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

手
作
り
人
形
グ
ル
ー
プ
8
人
に
よ

る
人
形
展
を
開
催
し
ま
す
。
か
わ
い

ら
し
い
手
作
り
の
抱
き
人
形
を
30
体

程
展
示
し
ま
す
。
隔
年
開
催
で
今
回

3
回
目
を
迎
え
る
展
覧
会
に
、
ぜ
ひ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
会
期　

5
月
2
日（
土
）～
31
日（
日
）

■
会
場　

貞
享
義
民
記
念
館
・
展
示
室

■
そ
の
他　

手
作
り
人
形
展
は
観
覧

　

無
料
。

■
休
館
日　

月
曜
日
（
3
日
か
ら
6
日

は
開
館
し
、
7
日
は
休
館
し
ま
す
）

問
貞
享
義
民
記
念
館

　
（

 

77
・
７
５
５
０
）

　

今
回
で
46
回
目
を
迎
え
る
童
謡
祭

り
。「
め
え
め
え
児こ

や

ぎ
山
羊
」
の
作
詞

者
で
あ
る
藤
森
秀
夫
（
詩
人
・
ド
イ

ツ
文
学
者
・
豊
科
出
身
）
の
業
績
を

た
た
え「
子
ど
も
た
ち
に
よ
い
歌
を
」

と
い
う
願
い
を
込
め
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
歌
の
好
き
な
子
ど
も
た
ち
、

童
謡
唱
歌
や
合
唱
を
愛
好
し
て
い
る

皆
さ
ん
、『
こ
ど
も
の
日
』
に
集
い
、

懐
か
し
い
日
本
の
歌
や
名
歌
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

5
月
5
日
（
火
・
祝
）

　

午
前
9
時
30
分
～ 

■
場
所　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

■
内
容

○
第
28
回　

作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
、
最
優
秀
・
優
秀
曲
の
披
露

○
地
元
演
奏　

豊
科
北
小
合
唱
部
・

三
郷
中
合
唱
部
に
よ
る
合
唱
、
安

曇
野
市
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
に
よ

る
懐
か
し
い
歌
、
豊
科
コ
ー
ラ
ス
団

体
に
よ
る
藤
森
秀
夫
の
作
品
披
露

○
招
待
演
奏

　

声
楽
家
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
家
田
紀
子

さ
ん
に
よ
る
日
本
の
名
歌

■
入
場
料　

無
料

問
豊
科
公
民
館

　
（
72・２
１
５
８ 

73・６
４
０
１
）

穂
高
陶
芸
会
館

陶
芸
教
室

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
講
座サンドブラストガラス作品

貞
享
義
民
記
念
館

手
作
り
人
形
展

童
謡
祭
り

大
遷
宮
祭
記
念　
「
ア
ー
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

　

市
観
光
協
会
で
は
、
安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会
と
の
共
催
で
、

穂
高
神
社
大
遷
宮
祭
に
あ
わ
せ
、
ア
ー
ト
関
連
施
設
な
ど
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
施
設
を
3
カ
所
ま
わ
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
人

の
う
ち
、
抽
選
で
２
５
０
人
に
す
て
き
な
景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

大
遷
宮
祭
の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
、
安
曇
野
の
芸
術
文
化
を
鑑
賞
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
参
加
施
設

安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館

田
淵
行
男
記
念
館

瑠
璃
工
房
と
ん
ぼ
玉
楽
舎

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

井
口
喜
源
治
記
念
館

碌
山
美
術
館

安
曇
野
ア
ー
ト
ヒ
ル
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

安
曇
野
ジ
ャ
ン
セ
ン
美
術
館

安
曇
野
絵
本
館

絵
本
美
術
館
・
森
の
お
う
ち

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館

問
安
曇
野
市
観
光
協
会

　
（
82
・
３
１
３
３ 

82・６
６
２
２
）

～5月24日（日）
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開 催 期 間
4月25日（土）



　

頭
の
体
操
と
手
の
運
動
を
兼
ね
て

初
心
者
対
象
の
健
康
麻
雀
教
室
を
開

催
し
ま
す

喫
煙
・
飲
食
禁
止
で

初
歩
か
ら
学
び
ま
す
最
終
回
に
は

簡
単
な
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す

■
日
時
　

初
回
5
月
16
日
（
土
）

午
後
2
時

午
後
4
時
30
分

※
基
本
は
月
１
回

第
3
土
曜
日
の

昼
間
の
開
催
と
し

会
場
・
参
加

者
の
都
合
に
よ
り
変
更
し
ま
す

■
場
所
　

三
郷
公
民
館

■
講
師
　

曽
根
原 

正
一
館
長
ほ
か

※
講
師
を
務
め
て
も
良
い
と
い
う
人
は

公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
定
員
　

12
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）

■
受
講
料
　

２
０
０
円
×
10
回

資
料
代
１

０
０
０
円

■
募
集
締
切
　

5
月
1
日
（
金
）

■
そ
の
他
　

使
わ
な
い
麻
雀
用
具
を

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
公

民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

三
郷
公
民
館

　

（
77・２
１
０
９ 

76・３
０
７
７
）

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

内
に
建

設
中
の
新
し
い
図
書
館
「
安
曇
野
市

中
央
図
書
館
」の
開
館
準
備
と
し
て

所
蔵
す
る
図
書
等
約
13
万
点
を
本
棚

へ
並
べ
ま
す

こ
の
作
業
を

図
書

館
職
員
と
一
緒
に
し
て
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
ま
す

■
期
間（
予
定
）
　

6
月
下
旬
の
土
・

日
曜
日
か
ら
約
１
カ
月

詳
細
は

別
途
ご
連
絡
し
ま
す

■
時
間
　

午
前
9
時

午
後
5
時

（
月
曜
日
以
外
）ま
で
の
参
加
可
能

　

な
時
間

■
参
加
条
件
　

市
内
に
お
住
ま
い
の

　

中
学
生
以
上
の
健
康
な
人

■
募
集
締
切
　

5
月
20
日
（
水
）

■
申
込
方
法
　

市
内
図
書
館
の
窓
口

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え

図
書
館
窓

口
ま
た
は

穂
高
会
館
内
文
化
課

図
書
館
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
申
込
書
は
市
ホ

ム
ペ

ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ド
で
き
ま
す
）

文
化
課
図
書
館
係

　

（
82・５
９
７
０ 

82・３
９
９
０
）

お
す
す
め
の
一
冊

あ
さ
え
と

ち
い
さ
い
い
も
う
と

筒
井
　

頼
子
　

作

林
　
　

明
子
　

絵

紹介する人

笠井 琴葉ちゃん（三郷温）
　林 明子さんの描く柔らかいタッチの絵が大好きな娘は、
林さんのシリーズの中でもこの一冊が一番のお気に入り
です。
　ちっちゃい子が大好きな娘は、この“あさえ”になりきっ
て、ストーリーの中に入り込んでいるようで、妹のあやちゃ
んがいなくなって、あさえが探しまわるところはページを
めくりながらドキドキ ･･･ 顔をこわばらせながら見ていま
す。最後にあやちゃんを見つけ、ギュッとしてあげるとこ
ろを見て、いつも「こういうおねえちゃんになりたい」と
言っています。心あったまる一冊です。
　（お母さん談）

ドキドキ・ワクワクお話の世界

５月の おはなし
豊科　ちいさいたんぽぽ（乳幼）・おはなしたんぽぽ（幼以上）
豊科公民館和室 (472・2158）

三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室 (477・2109）

堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (472・5796）

明科　ひまわりおはなしの会
明科図書館内おはなしの部屋 (462・1122）

１５日（金） 11：00～（乳幼児対象）
 16：30～（幼児以上対象）

９日（土） 10：30～（乳幼児～大人対象）

１４日（木） 10：30～（乳幼児対象）
２０日（水） 16：15～（幼児以上対象）

２３日（土） 11：00～（乳幼児対象）
 11：30～（幼児以上対象）

5 月開講
家庭教育ひまわり講座　　　　　　　　参加者募集
社会教育課子ども支援係

　　　　462-4565 662-3525

三
郷
公
民
館

初
心
者
麻
雀
教
室

安
曇
野
市
中
央
図
書
館

配
架
ボ
ラ
ン
テ

ア
募
集

【親子スポーツ教室・親子体操教室】
　いずれか１つの教室を選び、申し込み時に所定の用紙へ必要事項を記入のうえ、料金を
添えて申し込んでください（筆記用具をお持ちください）。定員になり次第締め切ります。
　電話による申し込み、ご家族以外の申し込みはできません。

【家庭教育講座】
　乳幼児の子育て中の皆さんなどを対象にした講座です。いずれも親子で参加し、アドバイスを受けながらお子さんと向か
い合い、実践から子育てに大切なことを学びます。いずれか１つの教室を選び、料金を添えて申し込んでください（筆記用
具をお持ちください）。定員になり次第締め切ります。各説明会への参加は、お子さんと一緒でも構いません。
　電話による申し込み、ご家族以外の申し込みはできません。

25 24広報あづみの　2009.4.22 2009.4.22　広報あづみの

穂高　おはなしとしょかん
穂高会館内講義室 (482・5970）

１６日（土） 10：30～（乳幼児対象）
 11：20～（幼児以上対象）



　

環
境
・
景
観
づ
く
り
部
会
か
ら
新

た
に
「
三
角
島
ふ
る
さ
と
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
大
王
わ
さ

び
農
場
の
北
側
に
あ
る
、
通
称
「
三

角
島
」
の
自
然
を
守
り
育
て
、
市
民

の
森
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
発
足
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
ま
ず
三
角
島
周
辺
の
ア
レ
チ

ウ
リ
の
駆
除
や
河
川
清
掃
な
ど
を
中

心
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
三
角
島
内
部
に
つ
い
て
は
、

今
後
地
権
者
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
環
境
を
守
っ
て
い
き
ま

す
。

　

地
域
を
散
策
し
な
が
ら
そ
の
魅
力

を
再
認
識
し
、
幅
広
い
視
点
で
安
曇

野
ブ
ラ
ン
ド
を
検
討
す
る
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る
「
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
発

見
ウ
ォ
ー
ク
」。
第
3
回
を
迎
え
た

今
回
は
、
万
水
川
沿
い
や
、
相
馬
愛

蔵
の
生
家
・
荻
原
碌
山
の
生
家
・
墓
、

道
祖
神
な
ど
を
巡
っ
た
後
、
田
淵
行

男
記
念
館
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
昼
食

　

市
で
は
、
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
が

い
る
母
親
を
対
象
に
「
マ
マ
の
た
め

の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
子
育
て
中
は
忙
し
く
、
自
分

の
健
康
に
つ
い
て
は
後
回
し
に
な
り

が
ち
で
す
。健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、

気
軽
に
楽
し
く
出
来
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
せ
ん
か
。
託
児
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

　

市
内
在
住
で
乳
幼
児
の
母
親

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み　

5
月
1
日
（
金
）
～

　

21
日
（
木
）
ま
で

■
そ
の
他　

10
月
に
は
堀
金
保
健
セ

ン
タ
ー
で
同
様
の
教
室
を
開
催
予

定
で
す
。
開
催
時
期
に
な
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
81・０
７
１
１ 

81・０
７
０
３
）

に
は
、
も
み
殻
を
燃
料
に
し
た
か
ま

ど
「
ぬ
か
く
ど
」
で
炊
い
た
お
に
ぎ

り
と
お
味
噌
汁
を
ぬ
か
く
ど
隊
が
振

る
舞
い
、
約
50
人
の
参
加
者
が
、
早

春
の
安
曇
野
の
風
景
と
歴
史
・
文
化

を
満
喫
し
、
こ
の
地
域
独
自
の
魅
力

に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
会
議
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
20
年
度
の
報
告
と
、
21
年
度
事

業
計
画
、
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
14
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、
平
成
21
年

度
は
部
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
相
互
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
曇
野
ブ
ラ

ン
ド
の
構
築
に
向
け
て
事
業
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、広
報
部
会
を
設
け
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
分
か
り
や
す

い
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

県
所
有
地
の
美
化
な
ど
を
目
的
と

し
た
、
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

会
議
「
三
角
島
ふ
る
さ
と
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
お
よ
び
「
１
４
７
号
バ

イ
パ
ス
景
観
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
そ
れ
ぞ
れ
、
県
と
市
の
三
者
に
よ

る
ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
美
化
活
動
、
緑
化
活
動
な

ど
を
行
い
、
県
は
活
動
に
係
る
資
材

の
提
供
や
傷
害
保
険
へ
の
加
入
を
、

ま
た
市
は
活
動
に
よ
り
出
る
ゴ
ミ
の

処
理
を
行
い
ま
す
。
今
後
は
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
に
よ
り
、
一
層
き
れ

い
な
安
曇
野
を
目
指
し
ま
す
。
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安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第 13 回

3/3

三
角
島
ふ
る
さ
と
の
森

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

3/15

春
の
万
水
川
周
辺
を
散
策

3/20

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド

　

デ
ザ
イ
ン
会
議
総
会

3/27

ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
調
印

信州サーモン

【市民料理コンテスト】
第２次（最終）審査結果

　「信州サーモン市民料理コンテスト」の
第２次審査を３月 20日（金）、豊科勇屋会
館で開催しました。1月の第１次審査を通
過した４人の作品を市調理師会の皆さんが
調理、同日開催した安曇野ブランドデザイ
ン会議総会出席者の試食・投票により、次
のとおり決定しました。

第１位　茂山 英
ひでもと

根さん（安曇野市穂高）
　「信州サーモンの韓国風和え物」

第２位　丸山 貴子さん（安曇野市豊科）
　「安曇野さんぽバーガー」

第３位　市澤 諭
あきふみ

史さん（長野市）
　「信州サーモングリエ
　　　　　　　　～トマトソース」

第４位　内山 高志さん（池田町）
　「信州サーモンフライ
　　　　  安曇野野菜とハーブたち」

皆さんに賞状と記念品が贈呈されました。

262009.4.22　広報あづみの

マ
マ
の
た
め
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
全
５
回
）

月　日 時　間 内　　容

① 6月 1日（月）

午前9時30分

～11時

楽しく体を動かそう

② 6月17日（水） 自分の健康状態をチェック

③ 6月29日（月） お口を知ろう

④ 7月 8日（水） 食事について考えてみよう

⑤ 7月17日（金） 楽しくヨーガ体験

■日時・内容

碌山公園研成ホール

第３回 長峰山「天平の森」新緑まつり

■期　間　5月15日（金）～17日（日）
■場　所　長峰山森林体験交流センター「天平の森」
　　　　　および周辺
■内　容
　16 日 ●山菜塾（長峰山周辺で山菜を採り、説明を
　　　　 受けながら天ぷらにして食べていただきます）
　17 日 ●ＪＲ篠ノ井線 廃線敷きウォーキング
 ●石釜ピザづくり体験

　15 日～ 16 日
 ●コテージ宿泊体験、● 2 食付き宿泊体験、
 ●天文台無料観望会、●親子キャンプ体験

　その他に、親子木工体験、安曇野写生講習会なども
予定しています。
　参加料や条件があります。詳しくは下記までお問い
合わせください。

問天平の森（462・6235 662・6236）

安曇野原風景追想　横山徳三写真展
　■日　時　4月25日（土）～5月6日（水）

午前 9 時～午後 5 時
（最終日は午後 4：00 まで）

　■内　容　20 ～ 40 年前の安曇野の風
景写真（モノクロ43点、カラー13
点）の展示

　■入場料　無料

美術講座「アクリル画入門」
　■日　時　5月14日（木）、21日（木）

6月 4日（木）、18日（木）
7月 2日（木）、16日（木）

（全 6 回）
午後 1 時～ 4 時

　■内　容　アクリル画の基本を学び自由
な表現を楽しみます

　■講　師　岡本 諒
りょういち

一 さん
　■受講料　3,000 円

美術講座「彫
ちょうそ

塑制作Ⅲ」
　■日　時　5月21日（木）～25日（月）

（連日）
午前 9 時 30 分～ 5 時

　■内　容　ヤギをモデルとした彫塑制作
　■講　師　内川　博 さん
　■受講料　3,000 円

問研成ホール（4 682・0769）



　

安
曇
野
の
夏
の
風
物
詩
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
安
曇
野
が
、
大
遷
宮
祭
期

間
中
に
も
行
わ
れ
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

5
月
16
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
（
荒
天
中
止
）

▽
開
催
場
所

　

穂
高
総
合
支
所
正
面
駐
車
場

問
市
商
工
会
穂
高
支
所
内

　

商
工
会
穂
高
支
部
青
年
部

　
（
82
・
５
８
２
０
）

　

穂
高
駅
前
通
り
に
、約
１
、０
０
０

個
の
手
作
り
ラ
ン
タ
ン
が
灯
り
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

5
月
9
日
（
土
）

　

日
没
～
午
後
9
時
ま
で

　
（
雨
天
10
日
に
順
延
）

▽
開
催
場
所　

穂
高
駅
前
通
り

問
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
（
77・３
１
１
１ 

77・６
０
６
０
）

○
き
ね

4

4

と
う
す
4

4

で
つ
い
た
お
餅
を

　

無
料
配
布

▽
開
催
日
時　

5
月
9
日（
土
）・
10

日（
日
）・
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

正
午
か
ら
餅
の
配
布
（
予
定
）

▽
開
催
場
所　

松
本
信
用
金
庫
穂
高

支
店
駐
車
場
（
穂
高
神
社
北
側
）

▽
そ
の
他　

餅
が
な
く
な
り
次
第
、

無
料
配
布
は
終
了
に
な
り
ま
す
。

餅
つ
き
は
小
さ
な
お
子
様
も
参
加

可
能
で
す
。

○
足
湯
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

　

疲
れ
た
足
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

～
有
明
温
泉
か
ら
引
湯
し
た
源
泉

そ
の
ま
ま
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
す
～

▽
開
催
日
時　

5
月
9
日（
土
）・
10

日
（
日
）・
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
5
時
ま
で

▽
設
置
場
所　

穂
高
神
社
北
神
苑
駐

車
場

問
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
（
77・３
１
１
１ 

77・６
０
６
０
）
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穂高神社大遷宮祭 タイアップイベント
　

安
曇
野
に
は
、
６
０
０
体
以
上
の
道
祖
神
が
あ
り
ま
す
。
男
女
が
仲
良
く
手
を
つ
な
い
だ
も
の
、

肩
を
抱
き
合
っ
た
も
の
な
ど
双
体
道
祖
神
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。
そ
ん
な
道

祖
神
と
仲
む
つ
ま
し
い
男
女
2
人
が
一
緒
に
写
っ
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
熱
気
球
フ
リ
ー
フ
ラ
イ

ト
・
ホ
テ
ル
宿
泊
券
・
道
祖
神
の
お
守
り
・
ハ
ー
ト
の
種
・
ワ
イ
ン
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
応
募
締
切　

5
月
31
日
（
日
）

▽
応
募
方
法　

Ｅ
メ
ー
ル
に
写
真
を
添
付
し
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
入
力
の
う
え
、
携
帯
電
話

･

パ
ソ
コ
ン
か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
当
選
者
の
発
表　

商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
お
願
い　

個
人
宅
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
で
の
撮
影
な
ど
、
モ
ラ
ル
に
反
す
る
撮
影
等
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
送
信
先
な
ど
詳
し
く
は
、安
曇
野
市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室（
77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

◇
安
曇
野
２
人
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト◇

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ 

安
曇
野

　
　

大
遷
宮
祭
バ
ー
ジ
ョ
ン

◇
紙
ラ
ン
タ
ン
の
点
灯

◇
振
る
舞
い
餅
と

　
　
　
　

足
湯
の
サ
ー
ビ
ス

お車でお出かけの際は無料駐車場と
　　シャトルバスをご利用ください。

ゴールデンウィーク期間中は、穂高神社周辺駐車場の混雑が予想されます。

そこで、車で来られる人のために、無料シャトルバスを運行します。

▽運行日時　5 月 2 日（土）～ 6 日（水）の毎日　午前 9 時から午後 4 時まで

シャトルバス駐車場
エプソンイメージングデバイス様駐車場

コンビニ

豊科インター 犀川

田
沢
駅

国
道

19
号

スワンガーデン

←至豊科駅

約15分間隔で運行

「ワイドビューしなの」明科駅臨時停車時刻表

「ワイドビューしなの」明科駅臨時停車に伴う
シャトルバスダイヤ

長野駅から名古屋駅まで運転されている、特急しなのが JR 明科駅に臨時停車します。
これに伴い。明科駅から穂高神社間のシャトルバスを運行します。

▼臨時停車日　５月２日（土）～６日（水）の毎日と
　　　　　　　５月９日（土）・10日（日）、16日（土）・17日（日）

【 上   り 】 【 下   り 】
長野駅 明科駅 名古屋駅 名古屋駅 明科駅 長野駅

しなの 14 号 13:00 → 13:40 → 15:59 しなの 13 号 13:00 → 15:14 → 15:54
しなの 16 号 14:00 → 14:40 → 16:59 しなの 17 号 15:00 → 17:15 → 17:52
しなの 18 号 15:00 → 15:40 → 17:59 しなの 19 号 16:00 → 18:17 → 18:58

明科駅発 穂高神社着 穂高神社発 明科駅着
13:45 ⇒ 14:05 14:10 ⇒ 14:30

14:40 ⇒ 15:00
14:45 ⇒ 15:05 15:10 ⇒ 15:30
15:20 ⇒ 15:40 15:45 ⇒ 16:05
15:45 ⇒ 16:05 16:10 ⇒ 16:30
16:20 ⇒ 16:40 16:45 ⇒ 17:05
17:20 ⇒ 17:40 17:45 ⇒ 18:05
18:25 ⇒ 18:45

運行日は上記臨時停車日と同じです。

問安曇野ブランド推進室（477・3111 677・6060）

安曇野ブランドニュース 安曇野ブランドニュース

　

安
曇
野
に
は
、
６
０
０
体
以
上
の
道
祖
神
が
あ
り
ま
す
。
男
女
が
仲
良
く
手
を
つ
な
い
だ
も
の
、

肩
を
抱
き
合
っ
た
も
の
な
ど
双
体
道
祖
神
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。
そ
ん
な
道

祖
神
と
仲
む
つ
ま
し
い
男
女
2
人
が
一
緒
に
写
っ
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
熱
気
球
フ
リ
ー
フ
ラ
イ

ト
・
ホ
テ
ル
宿
泊
券
・
道
祖
神
の
お
守
り
・
ハ
ー
ト
の
種
・
ワ
イ
ン
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
応
募
締
切　

5
月
31
日
（
日
）

▽
応
募
方
法　

Ｅ
メ
ー
ル
に
写
真
を
添
付
し
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
入
力
の
う
え
、
携
帯
電
話

･

パ
ソ
コ
ン
か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
当
選
者
の
発
表　

商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
お
願
い　

個
人
宅
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
で
の
撮
影
な
ど
、
モ
ラ
ル
に
反
す
る
撮
影
等
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
送
信
先
な
ど
詳
し
く
は
、安
曇
野
市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室（
77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）



30

　

平
成
21
、
22
年
度
中
に
市
が
発
注

す
る
小
規
模
な
工
事
、修
繕
な
ど
で
、

市
内
の
小
規
模
事
業
者
を
積
極
的
に

活
用
す
る
た
め
に
、
そ
の
契
約
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
登
録
要
件　

市
内
に
主
た
る
事
業

所
ま
た
は
住
所
を
有
し
、
次
の
各

号
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
要
件

で
す
。
建
設
業
の
許
可
の
有
無
、

経
営
組
織
お
よ
び
従
業
員
数
は
原

則
、
問
い
ま
せ
ん
。

（
１
）
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有

す
る
方
お
よ
び
破
産
者
で
な
い
方

（
２
）
市
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格

者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
方

（
３
）
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る

必
要
な
資
格
、
免
許
を
有
す
る
方

（
４
）
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

■
対
象
と
な
る
契
約　

小
規
模
な
工

事
や
修
繕
な
ど
で
、
技
術
的
内
容

が
軽
易
で
あ
っ
て
、
履
行
の
確
保

が
容
易
な
も
の
。
１
件
の
契
約
金

額
が
50
万
円
以
下
の
も
の
で
す
。

■
登
録
方
法　

市
小
規
模
工
事
等
契

約
希
望
者
登
録
要
綱
に
基
づ
き
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
同
要
綱
お
よ

び
登
録
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
契
約
管

財
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

4
月
22
日
（
水
）

～
随
時
受
付

■
受
付
場
所　

県
安
曇
野
庁
舎
3
階

契
約
管
財
課
契
約
検
査
担
当

問
安
契
約
管
財
課
契
約
検
査
担
当

　
（
71･

２
０
０
０ 

72･

１
５
２
４
）

　

市
で
は
、
平
成
23
年
3
月
31
日
ま

で
の
間
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

申
請
手
数
料
を
無
料
に
し
て
い
ま

す
。
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
は
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

と
並
び
、
公
的
証
明
書
発
行
の
際
の

本
人
確
認
に
役
立
ち
ま
す
。
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
で

な
い
皆
さ
ん
に
は
、
特
に
お
す
す
め

で
き
ま
す
。
ま
た
、4
月
20
日
（
月
）

以
降
に
発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
か
ら

は
、
券
面
の
偽
変
造
対
策
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
既
に
カ
ー
ド
を
取
得
さ

れ
て
い
る
人
で
、
再
交
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
の
利
点　

国
税
電
子
申
告

（
ｅ
・
Ｔ
ａ
ｘ
）が
利
用
で
き
ま
す
。

※
別
途
５
０
０
円
の
電
子
証
明
書

手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法　

申
請
に
は
、印
鑑
、写

真
（
４
・
５
㌢
×
３
・
５
㌢
パ
ス

ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
、
無
背
景
）、
本

人
確
認
で
き
る
顔
写
真
付
き
証
明

書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
顔
写
真
付
き
証
明

書
が
無
い
場
合
は
、健
康
保
険
証
、

年
金
証
書
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
照
会
書
を
郵
送
し
て
本
人

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

発
行
ま
で
に
数
日
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
た
は

　
穂
市
民
課
市
民
係

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

Information

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
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市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
左
記
分

譲
地
の
分
譲
価
格
を
改
定
し
ま
し

た
。
購
入
希
望
者
は
、
受
付
期
間
内

に
市
土
地
開
発
公
社
へ
事
前
連
絡
の

う
え
、直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
１
）下
鳥
羽
分
譲
地
（
１
区
画
）

所
在
地　

豊
科
１
１
５
９
番
７

面
積　

３
２
７
・
78
㎡
（
99
坪
）

分
譲
価
格　

１
、１
９
２
万
６
千
円

（
２
）新
田
神
社
東
分
譲
地（
１
区
画
）

所
在
地　

豊
科
４
９
８
５
番
８
、

４
９
８
５
番
11
（
通
路
）
２
筆

面
積　

２
９
４
・
66
㎡
（
89
坪
）

64
・
45
㎡
（
19
坪
）

合
計
３
５
９
・
11
㎡（
１
０
８
坪
）

分
譲
価
格 

１
、２
２
９
万
５
千
円

（
３
）野の

げ

み
花
見
住
宅
団
地
（
1
区
画
）

所
在
地　

明
科
七
貴
５
９
３
７
番
18

面
積　

３
４
０
・
34
㎡（
１
０
２
坪
）

分
譲
価
格　

７
３
１
万
２
千
円

（
４
）荻
原
住
宅
団
地
（
2
区
画
）

①
所
在
地　

明
科
七
貴
８
８
３
０
番
46

面
積　

３
３
８
・
35
㎡（
１
０
２
坪
）

分
譲
価
格　

６
１
３
万
３
千
円

②
所
在
地　

明
科
七
貴
８
８
３
０
番
48

面
積　

３
３
４
・
71
㎡（
１
０
１
坪
）

分
譲
価
格　

６
０
６
万
７
千
円

■
受
付
期
間　

5
月
7
日
（
木
）
～

15
日
（
金
）
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分

■
申
し
込
み　

市
土
地
開
発
公
社
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
同
じ
区
画
の
申
し
込
み
が
複

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
分
譲
中
！

　

下
記
の
2
カ
所
の
分
譲
地
（
3
区

画
）
も
現
在
分
譲
し
て
い
ま
す
。
電

話
で
分
譲
状
況
を
確
認
の
う
え
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
１
）宮
本
分
譲
地
（
2
区
画
）

①
所
在
地　
明
科
中
川
手
１
１
８
１
番
１

明
科
中
川
手
１
１
８
１
番
６
（
通
路
）

面
積　

３
９
４
・
72
㎡（
１
１
９
坪
）

78
・
60
㎡
（
23
坪
）
計
４
７
３
・

32
㎡
（
１
４
３
坪
）

分
譲
価
格　

８
３
３
万
円

②
所
在
地　
明
科
中
川
手
１
１
８
１
番
５

面
積　

３
９
０
・
98
㎡（
１
１
８
坪
）

分
譲
価
格　

８
２
６
万
円

（
２
）吉
野
荒
井
分
譲
地
（
１
区
画
）

所
在
地　

豊
科
４
０
０
５
番
27

面
積　

２
３
６
・
14
㎡
（
71
坪
）

分
譲
価
格　

９
９
４
万
円

■
申
し
込
み　

市
土
地
開
発
公
社
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
安
企
画
政
策
課
内
土
地
開
発
公
社

　
（
71･

２
０
０
０ 

72･

１
２
２
３
）

広報あづみの　2009.4.22

お

ら

せ

知

市
小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
の
登
録

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

発
行
が
無
料
に
な
り
ま
す

市
土
地
開
発
公
社
分
譲
地

価
格
改
定
の
お
知
ら
せ

～交通安全への祈りを込めて～
　昨年 12 月 24 日、堀金烏川地籍の市道交
差点で発生した交通事故により死亡した、
故猿田正己さんの遺族が市役所を訪れ、交
通事故防止のために役立ててほしいと、事
故の賠償金 1,400 万円を市に寄附しました。
市長から感謝状と記念品が贈られました。
意志を受け、寄付金はガードレールやカー
ブミラーなどの設置に当てられます。

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

　

4
月
8
日
以
降
配
布
さ
れ
た
、

市
食
育
推
進
計
画
概
要
版
4
ペ
ー

ジ
目
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

【
誤
】
81
・
０
２
７
６

【
正
】
81
・
０
７
２
６

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

寄附・寄贈のお礼【敬称略】（3 月 3 日～ 27 日）
◇穂高新聞販売株式会社代表取締役 林 善弘 300,000 円（穂高東中学校の図書館施設充実のため）
◇穂高新聞販売株式会社代表取締役 林 善弘 300,000 円（穂高西中学校の図書館施設充実のため）
◇安曇野自家用自動車協会穂高分会会長 赤羽章正 交通安全教材「いちねんせいのおやくそく」100 部
　（穂高南小学校の新入学児童の交通安全を期するため）
◇安曇野自家用自動車協会豊科分会分会長 青柳和水 交通安全児童用ハンカチ 300 枚
　（豊科南小学校・北小学校・東小学校の新入学児童の交通安全を期するため） 
◇あづみ農業協同組合代表理事組合長 鈴木章文 食農教育補助教材 1,000 冊
　（小学５年生を対象に食・環境と農業への理解を深めてもらいたいため）
◇土屋健基 500,000 円（中小企業振興資金として）
◇故猿田正己 遺族一同 14,000,000 円（市内の交通事故防止に役立ててほしいため）（詳細右記）

分譲中の荻原住宅団地

次
回
の
発
行
に
つ
い
て

　
5
月
の
広
報
あ
づ
み
の
お
知
ら
せ

版
の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
の

発
行
日
は
5
月
20
日（
水
）で
す
。
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市
で
は
、
10
月
1
日
採
用
の
市
職

員（
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）の
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
22
年
度
新
規
採
用
職
員

の
募
集
案
内
は
5
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
試
験
日
程
・
内
容

第
1
次
試
験

　

日
程　

6
月
14
日
（
日
）

　

場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
予
定
）

　

内
容　

教
養
試
験
・
小
論
文
試
験

第
2
次
試
験

　

日
程　

7
月
中
旬

内
容　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
面

　
　
　

談
試
験
・
個
別
面
談
試
験

■
申
込
方
法　

市
役
所
本
庁
舎
人
事

課
お
よ
び
各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
人
事

課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
な

ど
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

１
４
０
円
切
手
を
同
封
の
う
え
、

請
求
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
験
受
付
期
間　

5
月
7
日（
木
）

～
18
日（
月
）土
日
を
除
く
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時

（
郵
送
の
場
合
は
5
月
18
日
必
着
）

（
配
達
記
録
郵
便
な
ど
で
郵
送
）

（
※
１
）民
間
企
業
等
で
の
職
務
経
験

に
は
、
会
社
員
、
公
務
員
、
自
営
業

者
等
と
し
て
１
年
以
上
継
続
し
て
就

業
し
た
期
間
が
該
当
し
ま
す
。
職
務

経
験
が
複
数
の
場
合
は
通
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
含
ま
な
い
）
同

一
期
間
内
に
複
数
の
職
務
に
従
事
し

た
場
合
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
職
歴

に
限
り
ま
す
。
最
終
合
格
発
表
後
、

職
務
経
験
の
確
認
の
た
め
、
職
歴
証

明
書
等
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
本
人
事
課
職
員
担
当

　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

　

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２–

46

　
（
71・２
０
０
０ 

71・５
１
５
５
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

で
、
障
害
の
程
度
や
所
有
す
る
軽
自

動
車
の
使
用
目
的
な
ど
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

昨
年
度
減
免
を
受
け
た
人
に
は
別
途

通
知
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間　

納
税
通
知
書
到
着
後

か
ら
5
月
25
日
（
月
）
厳
守

■
注
意
事
項　

自
動
車
税
の
減
免
、

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
を
受

け
て
い
る
場
合
は
減
免
で
き
ま
せ

ん
。
減
免
で
き
る
車
両
は
１
人
１

台
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
持
ち
物　

運
転
免
許
証
・
印
鑑
・

身
体
障
害
者
手
帳
等
・
車
検
証
・

納
税
通
知
書
（
5
月
上
旬
発
送
）

■
申
請
場
所　

豊
科
総
合
支
所
内
市

民
税
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域

支
援
課

問
豊
市
民
税
課
諸
税
係

　
（
72･

３
１
１
１ 
72･

８
３
４
０
）

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健
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関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
ス
ー
パ

ー
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、小
売

り
酒
販
店
な
ど
で
買
い
物
な
ど
を
す

る
機
会
を
利
用
し
て
、
未
成
年
者
飲

酒
防
止
に
関
す
る
表
示
や
店
頭
価
格

の
状
況
を
確
認
し
、
税
務
署
に
連
絡

し
て
い
た
だ
く
「
酒
類
販
売
管
理
協

力
員
」
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方
法

な
ど
詳
し
く
は
左
記
ま
た
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

uhttp://w
w

w
.nta.go.jp

■
募
集
期
間　

5
月
7
日
（
木
）
～

29
日
（
金
）

■
委
嘱
期
間
6
月
下
旬
～
11
月
30
日

問
松
本
税
務
署
（
39
・
３
２
８
９
）

　

国
土
交
通
省
で
は
、
千
曲
川
・
犀

川
の
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

■
対
象
者　

満
20
歳
以
上
で
、
千
曲

川
・
犀
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、

河
川
愛
護
に
関
心
が
あ
る
人

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
任
期　

平
成
21
年
7
月
1
日
～
平

成
22
年
6
月
30
日

■
報
酬　

月
額
４
、
５
８
０
円

■
応
募
期
限　

5
月
22
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、左
記
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

〒
３
８
０
・
０
９
０
３　

長
野
市

鶴
賀
字
峰
村
７
４
番
地　

国
土
交

通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所
占
用
調

整
課「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」係

（
０
２
６
・
２
２
７
・
７
７
６
８
）

　

梓
川
消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
用
し
た

心
肺
蘇そ
せ
い生
法
や
、
け
が
人
が
発
生
し

た
時
の
応
急
手
当
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
万
が
一
の
時
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
に
適
切
な
応
急
処
置

が
で
き
る
か
ど
う
か
が「
人
の
命
」を

救
う
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

5
月
24
日
（
日
）

午
前
9
時
～
正
午

■
場
所　

梓
川
消
防
署

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

5
月
20
日（
水
）ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
梓
川
消
防
署
（
78･

２
０
９
０
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします 広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

名称 内容 日時 ･ 場所 定員 ･ 費用 備考

催
し

テニス教室
（15 回）

初心者を対象とした硬式
テニス教室を開催します。
テニスを始めたい人、初
心者の皆さん、テニスを
楽しみながらお友達をつ
くりませんか。

時：前期 5 月 20 日～ 7 月 22
日の間の水曜日（全10回）
後期 8 月 19 日～ 9 月 16
日の間の水曜日（全５回）
9：30 ～ 11：30

所：穂高会館テニスコート

定：30 人程度
料：5,000 円
　　（前期・後期）

（スポーツ保険料
1,600 円含む）

持ち物：硬式用テニ
スラケット（若干
予備有）、運動着、
テニスシューズ

問：穂高地域体育協会テニス同好会
　　代表 那須幸子さん

（482･4086）
申：5 月 10 日（日）・13 日（水）の両

日、11：50 ～ 12：30 の間に穂高会
館玄関ホールで、所定の用紙に記
入のうえ、参加費を添えてお申し
込みください。電話でのお申し込
みはご遠慮ください。

善
意

アフリカへ毛
布を送る運動

アフリカの人たちに、毛
布を送る運動を行ってい
ます。右記会場へ持参し
てください。皆さんの善
意で清潔な毛布の提供を
お願いします。

時：5 月 11 日（月）
10：00 ～ 15：00

所：ジャスコ穂高店前
―

問：アフリカへ毛布を送る運動
安曇野市推進協議会事務局長
長瀬茂男さん（482･5331）

　※持参できない場合
連絡いただければ、毛布を取りに
伺います。

時：5 月 23 日（土）
10：00 ～ 15：00

所：豊科・三郷・堀金の各
社会福祉協議会

後 援 な ど 時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み

■職種・採用人員（予定）・受験資格

安
曇
野
市
職
員
の
募
集

民
間
企
業
等
職
務
経
験
者

障
害
の
程
度
や
使
用
目
的
で

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

酒
類
販
売
管
理
協
力
員
を
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

普
通
救
命
講
習
会

職種 人員 受験資格

行政職
建築

若干名

昭和 34 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、（※１）
民間企業等において建築関係の設計、施工管理等
に関する職務経験が 5 年以上（平成 21 年 4 月
30 日現在）ある人。

行政職
土木

若干名

昭和 34 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、（※１）
民間企業等において土木関係の設計、施工管理等
に関する職務経験が 5 年以上（平成 21 年 4 月
30 日現在）ある人。

（１）日本国籍を有しない人も受験できます。（就職が制限されている在留
　　資格の人は除く）

（２）地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当する人は受験
　　できません。
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昨
年
7
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
安

曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」。
市
民
は
も

と
よ
り
、
安
曇
野
に
心
を
寄
せ
る
皆

さ
ん
の
た
め
の
寄
附
制
度
で
す
。
豊

か
な
自
然
・
文
化
、
美
し
い
自
然
に

抱
か
れ
た
素
晴
ら
し
い
環
境
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

～
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
用
～

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、

市
の
将
来
像
「
北
ア
ル
プ
ス
に
は
ぐ

く
ま
れ 

こ
こ
ろ
輝
く 

田
園
都
市 

安

曇
野
」
の
実
現
を
目
指
す
「
安
曇
野

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み

費
用
の
一
部
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
「
水
」「
食
」「
交
流
」
の
3
つ
の

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
万
一
に
備
え
て
加
入
者
が
納
め

る
保
険
税
と
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助

金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
皆
で
お
金
を
出
し
合
い
、

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
備
え
る

「
助
け
合
い
」
の
制
度
と
い
え
ま
す
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
21

年
度
に
税
率
を
改
定
し
、
国
保
税
の

値
上
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。近
年

の
国
保
会
計
は
、医
療
費
の
増
加
、

景
気
低
迷
に
よ
る
所
得
の
伸
び
悩

み
、
さ
ら
に
高
齢
者
に
か
か
わ
る
制

度
改
正
な
ど
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し

い
運
営
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

月
号
か
ら
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
国
保

会
計
の
現
状
、
国
保
税
の
税
率
改
定

の
内
容
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。
今

月
は
ま
ず
、
国
保
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
ご
説
明
し
ま
す
。

問
穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

テ
ー
マ
に
重
点
を
置
き
、
全
国
で
も

知
名
度
の
高
い
「
安
曇
野
」
を
多
面

的
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
地
域
を
育
て

る
取
り
組
み
で
す
。

　

寄
附
を
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
に

は
、
3
つ
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
活

用
を
希
望
す
る
分
野
を
１
つ
指
定
し

て
く
だ
さ
い
。

～
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
～

い
た
だ
い
た
寄
附
金
の
う
ち
、５
、

０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て

一
定
の
限
度
ま
で
、個
人
住
民
税（
県

民
税
と
市
民
税
）
と
所
得
税
を
合
わ

せ
て
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、原
則
と
し
て
、

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
～

　

昨
年
度
は
、
左
表
の
と
お
り
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た

い
た
寄
附
金
は
、
水
資
源
対
策
、
食

育
推
進
と
観
光
振
興
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

～
ま
ず
は「
ふ
る
さ
と
寄
附
申
出
書
」

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
～

申
出
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
各
総
合
支

所
地
域
支
援
課
ま
た
は
本
庁
舎
内
総

務
課
庶
務
係
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

問
本
総
務
課
庶
務
係

　
（
71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

uhttp://w
w

w
.city.azum

ino.
nagano.jp

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附 

の
ご
案
内寄附する先は３つのプロジェクトから選べます

３つのテーマ 寄附の内訳

水のプロジェクト ６件 205,000 円

食のプロジェクト １件 100,000 円

交流のプロジェクト ４件 135,000 円

合　計 11 件 440,000 円

シリーズ　1
国保のしくみ

 

国
民
健
康
保
険
は

｢

助
け
合
い｣

の
制
度
で
す
。
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食  のプロジェクト

「食」を生命活動の維持・増進
だけでなく、人と人との結びつ
きをはぐくむ上でも欠くことので
きないものとして位置付け、さ
まざまな取り組みを展開します。

交流  のプロジェクト

人や物、情報などの交流を深め
ることにより、市民をはじめ、
より多くの皆さんから思い慕わ
れ、誇りに思われる安曇野づく
りを展開します。

その 1 国保に加入する人は

その２ お医者さんにかかるとき

○自営業の人、農業・漁業を営む人、
パート・アルバイトなど、職場の健
康保険に未加入の人

○退職して職場の健康保険などをやめ
た人

○外国人登録をして１年以上在留期間
のある外国籍の人

　病院などの窓口で保険証を提示すれば
一定の自己負担で診療を受けることがで
きます。
～自己負担割合～
○義務教育就学前 医療費の 2 割
○義務教育～ 69 歳まで 医療費の 3 割
○ 70 歳～ 74 歳まで 医療費の 1 割
  現役並み所得者 3 割（※ 1）

※このほか、出産育児一
時金、葬祭費の給付
などが受けられます。

（※１）現役並み所得者の区分についてはお問い合
わせください。

その 3 国保で受けられる医療
○診察　○治療
○薬や注射などの処置
○入院・看護（入院時食事代別途）
○在宅療養（かかりつけの医師による訪問

看護）および看護
○骨折やねんざなどで柔道整復師の施術

を受けたとき
○医師が必要と認めたコルセットなどの

補装具代
○医師が必要と認めた、はり・灸

きゅう

・マッサ
ージなどの施術

対象地域 開催日時 開催場所
堀　金 5月12日（火） 14：00～15：00 堀金総合支所301号会議室
三　郷 5月13日（水） 14：00～15：00 三郷公民館講義室
明　科 5月14日（木） 14：00～15：00 明科総合支所大会議室
豊　科 5月19日（火） 14：00～15：00 豊科公民館大会議室
穂　高 5月19日（火） 19：30～20：30 穂高総合支所大会議室
全地域 5月20日（水） 19：00～20：00 豊科公民館大会議室

国民健康保険税率改定と
新型インフルエンザ予防対策 ～説明会開催のお知らせ～

　市では、本年度に予定されている国保税の改定について、市民の皆さんにご理解いただくため、
説明会を下記の日程で開催します。また、新型インフルエンザ予防対策の説明会も同時に行います。

来場者の皆さんに、
サージカルマスクを
１枚プレゼントします！
血圧測定・体脂肪測定も
できます。

水  のプロジェクト

「水」を生命の源としてだけで
はなく、産業や文化などの暮ら
しの根幹として位置付け、恵ま
れた自然、素晴らしい眺望と景
観を守り、育てる取り組みを展
開します。
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今月の料理人

飯嶌きみゑさん
豊科南穂高
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市
か
ら
年
間
約
２
３
０

排
出
さ
れ

る「
衣
類
・
布
類
」は

皆
さ
ん
に
分
別

し
て
い
た
だ
い
て
再
資
源
化
さ
れ

有

効
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

そ
の
経
路
を

た
ど
る
と

平
成
20
年
度
の
場
合

ま

ず

松
川
村
の
中
間
処
理
業
者
が
梱
包

を
し
ま
す

そ
の
後

県
外
に
あ
る
数

社
の
再
商
品
化
事
業
者
に
運
ば
れ
ま

す

今
回
は

そ
の
内
の
１
社
静
岡

県
富
士
郡
芝
川
町
に
あ
る
富
士
物
産

（
有
）を
訪
ね
ま
し
た

こ
う
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　

安
曇
野
市
か
ら
工
場
に
運
び
込
ま
れ

る
衣
類
・
布
類
は

月
に
4

ト
ラ

ク
3

5
台
分
に
な
り
ま
す

破
袋

選
別

仕
分
け

梱
包
ま
で
の
一
連
の

工
程
は
す
べ
て
15
人
ほ
ど
の
作
業
員
に

よ
る
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

こ

こ
で
作
ら
れ
る
製
品
の
多
く
は

ウ
エ

ス
（
工
業
製
品
の
仕
上
げ
や
機
械
油
な

ど
を
ふ
き
取
る
た
め
の
ぞ
う
き
ん
）
と

し
て
生
ま
れ
変
わ

て
い
ま
す

特
に

状
態
の
良
い
も
の
は

輸
出
用
中
古
衣

料
と
し
て
流
通
さ
れ
ま
す

 

古
着
の

流
通
は

国
内
向
け
・
国
外
向
け
と
も

に
大
き
な
変
化
が
無
く
推
移
し
て
い
ま

す

ウ
エ
ス
に
向
か
な
い
衣
類
・
布
類

は

ボ
タ
ン
・
フ

ス
ナ

を
取
り
除

き

反
毛
（
不
用
に
な

た
布
地
を
も

う
一
度
わ
た
状
に
戻
す
こ
と
）
に
加
工

す
る
工
場
に
出
荷
し
ま
す

そ
こ
で

自
動
車
の
内
装
な
ど
に
使
わ
れ
る
フ

ル
ト
地
の
原
料
に
な
り
ま
す

ぬ
れ
て

い
た
り

や
ぶ
れ
て
い
た
り
し
て
再
生

利
用
で
き
な
い
衣
類
・
布
類
は
約
2
割

を
占
め

こ
れ
ら
は
焼
却
処
理
を
し
て

い
ま
す　

正
し
い
分
別
を
お
願
い
し
ま
す

　

工
場
で
は
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が

そ
の
内
の
１
人

創
業
以
来
20

年
間
勤
め
て
き
た
と
い
う
清 

栄
子
さ

ん
は
「
大
変
な
不
況
で
布
製
ウ
エ
ス

の
需
要
に
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
が

働
く
仲
間
と
共
に
頑
張

て
い
ま
す

衣
類
・
布
類
を
出
す
際
に

家
庭
で
正

し
く
分
別
し
て
か
ら
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で

再
生
作
業
も
効
率
的
に
進
み

ま
す
」
と
手
を
休
め
て
話
し
て
く
れ
ま

し
た

ご
み
の
出
し
方
の
お
問
い
合
わ
せ

０
１
２
０
・７
９
３
・５
３
０

　

穂
高
総
合
支
所
環
境
課

　

（
82・３
１
３
１ 

82・６
６
２
２
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境
係

　

樽
見 

宏
さ
ん
は

毎
日

安
曇
野

の
き
れ
い
な
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ

オ

キ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す

―
―
始
め
た
き

か
け
は
何
で
す
か

　

10
年
程
前
に
定
年
退
職
を
迎
え

安

曇
野
に
移
り
住
み

肥
満
対
策
に
な
れ

ば
と

健
康
体
操
教
室
に
参
加
し
た
の

が
き

か
け
で
し
た

歩
く
く
ら
い
な

ら
自
分
で
で
き
る
と
思
い

今
で
も
続

け
て
い
ま
す

―
―
良
か

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

体
重
を
減
ら
す
と
い
う
目
標
を
達
成

し

そ
れ
を
維
持
で
き
て
い
る
こ
と
で

す

10
年
前
と
比
べ
て
体
重
が
5

も

減
り
ま
し
た

―
―
ど
の
く
ら
い
歩
く
の
で
す
か

　

昼
食
後
１
時
間
ほ
ど
し
て
か
ら

約

１
時
間
（
6

7
千
歩
）
歩
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す

―
―
続
け
る
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か

　

目
標
を
立
て
る
こ
と
や
毎
日
の
記
録

を
し
て
い
く
こ
と
で
す

―
―
こ
れ
か
ら
始
め
る
人
へ
メ

セ

　
　

ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

少
し
で
も
健
康
な
状
態
で
老
後
を
迎

え
た
い
と
の
思
い
で
続
け
て
い
ま
す

皆
さ
ん
も
ウ
オ

キ
ン
グ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か

運
動
実
践
指
導
者
か
ら
一
言

　

歩
く
こ
と
で

普
段
見
過
ご
し
て
い

る
生
活
習
慣
を
見
直
す
き

か
け
に
な

り

改
善
に
つ
な
が

て
い
ま
す
ね

楽
し
み
な
が
ら
生
活
の
中
に
取
り
入
れ

て
い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い

こ
れ
か

ら
も
気
分
転
換
や
心
の
リ
フ
レ

シ

の
た
め
に
続
け
て
く
だ
さ
い

環境ナビくらしのぺーじ

毎日すこやか

健康づくり

●材料（６人分）
米３合　黒豆 70グラム　
合わせ酢〔酢 50㏄　砂
糖大さじ２　塩小さじ１〕　
錦糸卵適宜　大葉適宜
●作り方
①：米は洗って１割増しくらい

の水加減で仕掛け、30
分くらいおく。
②：黒豆はさっと洗って、
すぐザルにあけ、キッチ
ンペーパーなどで水気を
素早くふき取る。（水に
浸け置かないこと）
③：黒豆を皿に並べて電
子レンジで３分半（500
ワット）ほど加熱する。
（目安はピリピリはじけ
る音がして、豆にひびが
入りだしたら取り出す）
④：①に③を入れて炊く。
⑤：炊きあがったら合わせ
酢をまわし入れ混ぜ合わ

せる。
⑥：器に盛り、錦糸卵と大
葉を飾り出来あがり。

楽
し
み
な
が
ら
ウ
オ

キ
ン
グ
！

衣
類
・
布
類
は
ど
こ
へ
い
く
―
―　　
隔
月
連
載

ご
み
・
資
源
物
の
ゆ
く
え
①

黒豆寿司
炊きあがったご飯は少し黒ずんでい
ますが、合わせ酢を入れると華やか
なワイン色に変わります。
♪春にぴったり。いかがですか！

紹介者樽見 宏さん
三郷明盛

安曇野の味

▲工場に集められた衣類・布類は、一枚一枚手作業
　で選別します。

▲衣類・布類から生まれ変わり、出荷を待つウエス。

▼話をお聞きした清 栄子さん。

▼ウエスに適した生地は、白色とその
　他の色に仕分けされ梱包します。

  

　市では、40 ～ 69 歳の男性を対象とした健康体
操教室を開催します。ご希望の人は 5月 1日まで
に下記保健センターへお申し込みください。各会
場定員 30 人になり次第締め切ります。
明科保健センター（481･2251）
　堀金保健センター（473･5770）

健康体操教室のお知らせ
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…場所 …問い合わせ …時間各種相談

12日(火)･26日(火)　　 三郷保健センター(℡77-9111・FAX77-9113)

７日(木)･21日(木)　　 穂高保健センター(℡81-0711・FAX81-0703)

14日(木)･28日(木)　　 堀金保健センター(℡73-5770・FAX73-5775)

13日(水)･27日(水)　　 豊科保健センター(℡72-9970・FAX72-9044)

19日(火)　　　 　　 明科保健センター(℡81-2251・FAX81-2943)

子ども･母子家庭･女性の相談

※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。

※予約受付･･･５月７日(木)９:00～12:00（受付は電話のみ）

※相談者(定員８人)は抽選で決定（先着順ではありません）

平日　　８:30～17:00

　　児童保育課児童係(℡81-0727・FAX81-0703)

子育てに関する相談

　心配ごと相談…上記へ

　行政相談…総務部総務課(℡71-2000・FAX71-5000)

11日(月)・ 25日(月)　 13:00～16:00

　堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）

★

12日(火)・ 26日(火)　 13:00～16:00

　穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）

★

13日(水)・ 27日(水)　 13:00～16:00

　豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）

★

７日(木)・ 28日(木)　 13:00～16:00

　三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）

★

８日(金)・ 29日(金)　 13:00～16:00

　明科総合福祉センター（℡62-2429・FAX62-5025）

★

毎週月～土曜日　　　　 ９:00～16:00(土曜日は15:00ま
で)

　教育相談室(豊科公民館内)（℡72-2238）

　学校教育課（℡62-0133・FAX62-5721）

12日(火)　　10:00～12:00　

　　三郷児童館(℡76-0185・FAX76-0186)

児童館の育児相談 ※就園前親子対象

子育て広場

介護相談 8:30～17:00

平日　　　県精神保健福祉センター(専用℡ 0570-064556）※電話での相談も可。

毎週火・木曜日　　　市民環境部環境課(穂高総合支所１階)

　市民環境部環境課(℡82-3131・FAX82-6622)

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル 9:30～16:00

14:00～精神保健相談

弁護士会による無料法律相談

教育相談 ※４･５･６日は除く 心配ごと相談・行政相談 (　は行政相談を同時開催)★

14日(木)　 13:30～16:30 ※相談時間は１人20分

　堀金総合支所　相談室

　　　　総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5000）

消費生活相談 8:30～12:15

毎週月･木曜日(第５を除く）　　松本保健所

７日(木)　　県安曇野庁舎

　松本保健所（℡40-1938・FAX47-9293）

9:30～11:00母乳・育児相談 ※母乳相談は

５月の休日当番医（変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内(70120-890-423）でご確認ください。）

穂高病院
82-2474 ［穂高］

中田医院
82-2339 ［穂高］

米倉医院
72-2354 ［堀金］
アルプス歯科クリニック
77-8901 ［三郷］

塔の原内川医院
81-2121 ［明科］
柏原クリニック
82-7222 ［穂高］
安曇野形成皮ふｸﾘﾆｯｸ
71-2345 ［豊科］
天野歯科医院

73-4182 ［豊科］

飯田医院
83-5061 ［穂高］
須澤クリニック
82-2993 ［穂高］
こうの内科循環器科
71-5881 ［豊科］
ウチカワデンタルクリニック
62-6022 ［明科］

伊藤医院
62-2051 ［明科］

百瀬医院
82-2205 ［穂高］
土屋クリニック
71-1811 ［豊科］
市川歯科医院

72-2116 ［豊科］

やざき診療所
62-2360 ［明科］

高橋医院
82-2561 ［穂高］
赤津整形外科クリニック
76-3133 ［三郷］
かえで歯科医院
82-4105 ［穂高］

平林医院
62-2227 ［明科］
根津内科医院

82-8382 ［穂高］
中萱医院

77-2130 ［三郷］
土居歯科医院

72-2462 ［豊科］

穂高ハートクリニック
50-6731 ［穂高］
せき泌尿器科クリニック
82-0666 ［穂高］
丸山内科クリニック
72-6188 ［豊科］
小山歯科医院

62-3080 ［明科］

清沢医院
82-7600 ［穂高］

石田医院
72-2766 ［豊科］
こばやし内科クリニック
71-1117 ［豊科］
笠原歯科医院

72-2108 ［豊科］

５月３日（日） ５月４日（月･祝）５月５日（火･祝）５月６日（水･祝） ５月10日（日） ５月17日（日） ５月24日（日） ５月31日（日）

こころの相談

13:00～16:00結婚相談

27日(水)　　10:00～12:00　

　　三郷児童館(℡76-0185・FAX76-0186)

10日(日)　　 堀金老人福祉センター(℡73-5288・FAX73-5775)

17日(日)　　 豊科老人福祉センター(℡73-7143・FAX73-7147)

24日(日)　　 明科総合福祉センター(℡62-2429・FAX62-5025)

平日　　　市地域包括支援センター(穂高健康支援センター内)

　　　　　 (℡81-0760・FAX81-0703）

平日　　　東部地域包括支援センター(豊科保健センター内)

　　　　　 (℡72-9986・FAX72-9044）

８日(金)　　10:30～12:00　

　　豊科中央児童館(℡・FAX72-0122)

★穂高北部児童館 ℡・FAX83-5494
■休館日／土曜･日曜･祝日

いっしょにあそぼう

２･３歳…水曜日 　１歳…木曜日 　０歳･･･金曜日

★豊科中央児童館 ℡・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 ℡76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ ℡71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 ℡62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

児童館の予定 育児相談は右頁参照 ･･･参加費･･･乳幼児対象

ひまわりの日（毎週水曜日）

★穂高中央児童館 ℡84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 ℡・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 ℡・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

ひまわりっ子クラブ 10:00～12:00

０歳･･･14日（木） １歳…21日（木）　２･３歳…28日（木）

読み聞かせ 11:00～11:30

材料費 ※小学生以上15人
木工工作（木のコースター作り）

９日（土） 10:30～11:30

※小学生10組
安曇野めぐり①（トレッキング）

23日（土） 10:00～13:00

参加費 ※親子20組
季節の行事① ～端午の節句（柏餅作り）～

９日（土） 10:00～11:30

100円 ※親子20組
季節の行事① ～こいのぼり運動会～

１日（金） 10:00～11:30

子育て勉強会 （講師:内山房子先生）
18日（月） 10:30～11:30

参加費 ※親子25組
季節の行事② ～ミニ運動会～

26日（火） 10:15～11:30

50円
よちよちらんど（こいのぼりカレー会）

19日（火） 10:30～

おはなし玉手箱 13・27日（水） 15:45～16:30

絵心教室 （近藤佐智子先生） 12日（火） 15:30～16:30

パソコンの日 ９･23日（土） 10:00～12:00

卓球の日 ９日（土） 14:00～15:00

本と友だち 16日（土） 16:00～16:30

こいのぼり作り 15日（金） 11:00～11:30

おはなしムーン 毎週火曜日 10:30～

リズム遊び 22日（金） 11:00～11:30

マジックショー 16日（土） 10:30～11:15

ドッジボール大会 23日（土） 14:00～15:00

１日（金）･11日（月）･12日（火）･13日（水）･18日（月）

19日（火）･25日（月）･26日（火）･27日（水）･29日（金）

紙皿で遊ぼう～何ができるかな？～ 20日（水） 15:45～16:30

※申込不要・参加無料・持ち物なし
チャレンジクラブ（ウォークラリー）

16日（土） 14:00～15:00

※前期ぱくぱくらんどは、５～９月まで月１回開催。
※あらかじめ登録が必要です。（定員10組）

前期ぱくぱくらんど（おやつ作り） 20日（水） 10:00～11:30

※参加自由
キッズリユース広場（お下がり交換会）

25日（月） 10:30～11:30

身体測定日 ７日（木） ９:30～12:00

身体測定日 15日（金） 10:00～12:00

身体測定日 28日（木） 10:00～12:00

読み聞かせ（ボランティアによる） 第２･４月曜日 11:20～11:40

読み聞かせ（ボランティアによる） 第２･４火曜日 11:20～11:40

読み聞かせ（ボランティアによる） 第1･2･3水曜日 11:00～11:20

わらべ唄手遊び（内山房子先生による）毎週月曜日 11:10～11:30

※参加自由工作の日 30日（土） 10:00～11:30

ママキッズビクス ７日（木） 10:15～11:00

ママキッズビクス 21日（木） 10:15～11:00

おはなしいっぱい（読み聞かせ） １日（金） 11:00～11:30

おはなしいっぱい（パネルシアター） 15日（金） 11:00～11:30

チャレンジ小学生（将棋教室） 23日（土） 10:30～11:30

みんななかよし 10:30～11:00 ※各15組

５月の内容･･･「作ってあそぼう」

市 民 憲 章 
安曇野市は、北アルプスの麓（ふもと）に広がり、美しい自然や豊

かな歴史・文化に恵まれたまちです。
わたしたちは、ここで生きる幸せと誇りをもって、お互いに尊重し

合い、より住みよいまちをつくるために、この憲章を定めます。

一、自然を愛し、水と緑豊かなまちをつくります
一、学ぶ心を育て、文化のかおるまちをつくります
一、思いやりを大切にし、健康であたたかいまちをつくります
一、働くことを喜び、活力あるまちをつくります
一、支えあいの輪を広げ、安全で安心なまちをつくります

市の花：わさび 市の木：けやき
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古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

今月の色

桜色
Ｓａｋｕｒａ-Iro
桜の花のように

ほんのり紅を含む色

其
の
四
十
三

　

田
淵
行
男
記
念
館
の
脇
に

立
つ
「
百
楽
桜
」。
田
淵
の

「
一い

ち
ざ
ん
ひ
ゃ
く
ら
く

山
百
楽
」
と
い
う
言
葉
に
ち

な
ん
で
命
名
さ
れ
た
桜
で
す
。

　

こ
の
桜
は
、
北
安
曇
郡
白
馬

村
の
寺
院
に
あ
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン

ザ
ク
ラ
を
母
木
と
し
て
誕
生
。

田
淵
を
慕
う
桜
の
研
究
家
・
草

間
勉
氏
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
、

平
成
３
年
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
の
山
で
も
百
の
楽
し

み
が
あ
る
と
語
っ
た
田
淵
は
、

２
０
０
回
以
上
も
常
念
岳
に
登

る
な
ど
、
自
然
の
多
様
な
魅
力

を
見
つ
め
続
け
ま
し
た
。

　

刻
一
刻
と
姿
を
変
え
、
一
度

と
し
て
同
じ
表
情
を
見
せ
な
い

桜
の
花
。
そ
の
短
い
生
は
、
百

の
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

2009.4.1現在 （ ）内は対前月比　

人口 99,355人（－113）

 男 48,168人（ －82）

 女 51,187人（ －31）

世帯 36,459世帯（ ＋33）

編 

集 

後 

記

◆
漆
久
保
ト
ン
ネ
ル
が
開
放
さ
れ
、
自

由
に
中
に
入
れ
ま
す
。
思
っ
た
よ
り
幅

が
狭
く
感
じ
、
列
車
が
走
っ
た
の
を
不

思
議
に
思
い
ま
し
た
。
国
道
19
号
線
木

戸
か
ら
筑
北
村
方
面
へ
、
約
２・７
㌔
先

を
右
へ
登
る
と
あ
り
ま
す
。　
　
　

 

M

◆
ぬ
か
漬
け
を
始
め
た
。
飲
ん
だ
後
に

食
べ
る
と
ス
ッ
キ
リ
す
る
し
、
何
よ
り

も
う
ま
い
。
毎
日
何
か
を
続
け
る
の
は

苦
手
だ
が
、
ぬ
か
床
を
か
き
混
ぜ
る
こ

と
は
今
の
と
こ
ろ
続
い
て
い
る
。
食
い

意
地
が
張
っ
て
い
る
な
ぁ･･･

。　
　

S

◆
仕
事
を
終
え
帰
宅
す
る
と
、
待
っ
て

い
ま
し
た
と
ば
か
り
に
将
棋
の
お
手
合

わ
せ
が
始
ま
り
ま
す
。
わ
が
子
と
い
え

ど
も
い
つ
も
真
剣
勝
負
。
上
達
し
た
な

～
。
先
日
は
、
危
う
く
負
け
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
し
ば
ら
く
は
師
匠
で
い

ら
れ
そ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

Y

◆
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
紙
面
も
部
分

的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
重
要

な
お
知
ら
せ
が
続
く
本
年
度
、
引
き
続

き
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。　
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百の喜び
～ 田淵行男記念館 百

ひゃくらくざくら

楽桜 ～


